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平成１7年７月　広報なかの  ２

　平成17年４月１日、旧中野市と旧豊田村が合併し、新
『中野市』が発足しました。今回の平成17年度予算は、
４月の専決処分による６月までの暫定予算を含めた本予
算として編成し、６月定例市議会において、原案どおり
可決されました。
　一般会計予算は、総額が176億100万円。旧中野市と旧
豊田村の平成16年６月補正後の前年度比では、約10億
2,875万円の減、率にして5.5㌫の減となっています。なお、
旧中野市の予算では、学校給食センター事業を特別会計
で計上しておりましたが、新市においては旧豊田村の予
算で一般会計へ取り込んでいたように一般会計とし、学
校給食センター事業分を含めた比較では約13億9,035万
円の減で、率にして7.3㌫の減となります。また、特別会
計、企業会計を加えた14会計の予算総額では341億2,589
万円となり、前年比3.5㌫の減となっています。
　予算編成にあたっては、『新市まちづくり計画』の基本
方針に基づく施策に沿って、福祉施策の充実、生活及び
教育環境整備等の推進を図るとともに、市民生活に直結
するものに対しては積極的に取り組むこととしました。
また、国の平成17年度地方財政計画で、歳入の地方交付
税は横ばいである一方、歳出では国庫補助負担金の廃止・
縮減により一般財源が負担増となることから、財政事情
は非常に厳しい状況であることを踏まえ、事務事業の徹
底した見直し、人件費、需用費、補助金等の経常経費の
縮減に努め、健全財政の堅持に配慮して編成しました。
　ここで、予算の概要と主な事業をご紹介します。前年度比予算額項目

2.6％53億3,134万円市税
8.4％54億1,000万円地方交付税
－　 49億6,000万円内訳）普通交付税
－　 4億5,000万円　　　特別交付税
31.3％20億2,637万円国県支出金
29.5％11億9,758万円内訳）国庫支出金
33.9％8億2,879万円　　　県支出金
△39.7％16億6,840万円市債
62.6％10億9,642万円諸収入
54.9％5億1,436万円地方譲与税
4.6％3億3,503万円分担金及び負担金

△84.6％2億6,363万円繰入金
0.8％1億6,307万円使用料及び手数料
1.1％4億5,000万円地方消費税交付金
△5.7％1億5,000万円地方特例交付金
0.0％1億800万円自動車取得税交付金
△1.2％4,050万円利子割交付金
△1.5％1,560万円財産収入
28.6％900万円ゴルフ場利用税交付金
2.9％700万円交通安全対策特別交付金

299.7％600万円配当割交付金
449.5％550万円株式等譲渡所得割交付金
△97.5％78万円寄附金
△5.5％176億  100万円計

会計別予算額
前年度比(％)予算総額会　計　名
△5.5176億　100万円一　　般　　会　　計
20.445億5,441万円国民健康保険事業

特別会計

4.443億6,049万円老人保健医療事業
16.127億2,150万円介護保険事業
△5.42,056万円介護サービス事業
△1.71億1,848万円社会就労センター事業
△47.31,188万円住宅改修資金貸付事業
△67.8230万円倭財産区事業
△1.2253万円永田財産区事業
△18.9272万円中野財産区事業
30.74,878万円情報通信施設事業
△18.421億1,495万円下水道事業
△37.39億2,210万円農業集落排水事業
△3.2324億8,170万円小　　　　　計
△9.216億4,419万円水道事業企業会計
△3.5341億2,589万円総　　　　　計

平成17年度
一般会計予算
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市税
53億3,134万円
（30.3%）

地方交付税地方交付税
54億1,000万円54億1,000万円
（30.7%）（30.7%）

国県支出金
20億2,637万円
（11.5%）

市債
16億6,840万円
（9.5%）

地方譲与税
5億1,436万円
(2.9％)

諸収入諸収入
10億9,642万円10億9,642万円
（6.2%）   （6.2%）

歳入

分担金及び負担金
3億3,503万円
（1.9%）

繰入金
2億6,363万円
(1.5％)

使用料及び手数料
1億6,307万円
（0.9%）

その他その他
7億9,238万円7億9,238万円
（4.6%）（4.6%）

歳　入

※前年度比は、旧中野市と旧豊田村の前年度６月補正後の予算との比較

３　 平成１7年７月　広報なかの

歳　出
前年度比予算額項目
4.7％42億5,364万円民生費
7.8％25億4,685万円教育費

△24.6％24億4,961万円公債費
△14.9％19億3,524万円土木費
△10.0％18億6,629万円総務費
4.2％16億3,728万円衛生費

△7.5％10億3,895万円農林水産業費
3.5％7億4,444万円消防費

△11.5％6億9,978万円商工費
△3.4％2億4,049万円議会費
△0.3％9,938万円労働費
732.5％4,905万円災害復旧費
△16.7％4,000万円予備費
△5.5％176億  100万円計
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こ
の
四
月
一
日
の
合
併
に
よ
り
、

新
し
い
中
野
市
で
は
、
合
併
特
例

事
業
債
の
利
用
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
十
七
年
度
に
合
併

特
例
事
業
債
を
活
用
す
る
予
定
の

事
業
は
七
事
業
で
、
合
計
七
億
六

千
五
百
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

七
事
業
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
合
併
特
例
事
業
債
に
該

当
す
る
事
業
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

元
利
償
還
金
の
七
十
㌫
が
、
普
通

交
付
税
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

〇
宅
老
所
事
業

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く

ら
に
認
知
症
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
増
築

〇
雪
寒
対
策
事
業

　

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
新
設 （
二
台
）

〇
中
学
校
改
築
事
業

　

南
宮
中
学
校
武
道
場
建
設
工
事

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

　

北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
等

〇
公
園
整
備
事
業

　

一
本
木
公
園
の
公
園
内
園
路
、

　

バ
ラ
の
棚
及
び
造
成
工
事
な
ど

〇
図
書
館
施
設
整
備
事
業

　

閉
架
書
庫
の
床
張
り
、
昇
降
機
、

　

書
架
棚
の
整
備
工
事

〇
消
防
施
設
整
備
事
業

　

防
火
貯
水
槽
新
設
工
事
、
小
型

　

動
力
ポ
ン
プ
の
更
新
な
ど

平成17年度　合併特例事業債の活用を予定している事業

▲南宮中学校に武道場を建設します ▲除雪ドーザーを新設します

お知らせします!!
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歳出

民生費
42億5,364万円
（24.2%）

教育費教育費
25億4,685万円25億4,685万円
（14.5%）（14.5%）

総務費総務費
18億6,629万円18億6,629万円
（10.6%）（10.6%）

衛生費
16億3,728万円
（9.3%）

公債費公債費
24億4,961万円24億4,961万円
（13.9%）（13.9%）

土木費
19億3,524万円
（11.0%）

農林水産業費農林水産業費
10億3,895万円10億3,895万円

（5.9%）     （5.9%）

消防費
7億4,444万円
 （4.2%）

商工費
6億9,978万円
 （4.0%）

議会費
2億4,049万円
(1.4%)

労働費9,938万円(0.5%)
   災害復旧費･予備費8,905万円(0.5%)

▲認知症型デイサービスセンターを増築します
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平成17年度予算の主な事業
　ここでは、新しい中野市が目指す将来像を実現するための計画である『新市まちづくり計画』
に基づいた施策に沿って、主な事業をご紹介します。
（新は新規事業を含む事業であり、また、拡は拡大・継続事業を含む事業を表します）
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①情報の公開、情報共有のまちづくり
　　・情報通信施設事業＜特別会計＞（情報番組の制
　　　作など）  　　　　　　　　　 ４， ８７８万円
②住民参加のしやすい行政の仕組みづくり
　新・合併管理事業（合併記念事業の実施、地域審議
　　　会の運営など）　　　　　 　　 １， ８１８万円
③自助自律の地域社会づくりと男女共同参画のまちづ
　くり
　　・男女共同参画社会づくり事業（男女共同参画計
　　　画の策定など）　　　　　 　　　　４３１万円
④人権が尊重される明るいまちづくり
　　・人権のまちづくり事業（市民意識調査の実施な
　　　ど）　　　 　　　　　　　　　 １， ２０５万円
⑤行財政の効率化とサービスの向上
　新・企画調整事務費（総合計画策定のための市民意
　　　識調査や市民懇談会の実施など） 　６５１万円
⑥長期的展望にたった健全財政の維持

①人生の年代に応じた健康づくりの推進
　拡・(仮称)保健センター整備事業（保健センター
　　　の建設工事及び初度調弁等）1億２， ９８８万円
②地域ぐるみの子育て支援、子育て教育の推進
　　・児童センター管理運営事業（中野及び平野セ
　　　ンターの運営など）　　　　　２， ０４０万円
③長寿時代の安定した福祉社会づくり
　新・宅老所事業（デイサービスセンターさくらに
　　　認知型デイサービスセンターを増築など）
　　　　　　　　　　　　　　　 　６， ４８１万円
④人にやさしいバリアフリーのまちづくり
　　・人にやさしい建築物整備促進事業（高齢者等
　　　の利用に配慮した民間の文化施設・医療施設
　　　等の公益的施設整備に対して補助） ２０５万円
⑤地域が支え合う福祉体制の確立
　　・地域福祉推進事業費（地域福祉計画の策定な
　　　ど） 　　　　　　　　　　 　９， ０５１万円

(１)市民一人ひとりに開かれた住民参加のまちづくり
�
豊
田
地
域
審
議
会
の
模
様

(２)思いやりと地域の連携で支える健康福祉のまちづくり

�
 （
仮
称
）保
健
セ
ン
タ
ー
の
建

　

設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

①個性が輝く多彩な農業・林業の里づくり
　新・売れる農業推進事業（地元農産物の消費拡大
　　　を図るため、農産物ギフトカタログの発行な
　　　ど）　　 　　　　　　　　　１，５５８万円
②戦略的な観光・交流産業の展開
　新  拡・観光宣伝事業 （総合パンフレットの作成な
　 　　　ど）　　　　　 　　　　　　２， ５５５万円
③地域を担う地元商業・工業の振興
　新・商店街活性化事業（商店街などの団体等が実
　　　施するイベントに対しての補助など） ７ ０ ３万円
④きらりと光る人材育成と雇用安定
　　・雇用対策事業費（地域職業訓練センター運営
　　　の補助等）　　　　　　　　　１， ００３万円
⑤新たな産業の創出と育成
　　・商工業振興事業（経営相談・指導・販路拡大
　　　支援等）　　　　　　　  　　２， ９７８万円
　　　　※(3)- ③の主要施策も兼ねる

(３)産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり

�
売
れ
る
農
業
推
進
室
が
地
元

　

農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
（
バ
ラ
ま
つ

　

り
の
模
様
）

５　 平成１7年７月　広報なかの
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①環境保全と環境衛生の推進
　新・千曲川水辺・里山環境保全対策事業（環境保
　　　全を推進するため、自然観察会の開催やパン
　　　フレットの作成など）　 　　　　　３０万円
②資源循環の推進
　新  拡  ・ごみ減量化・再資源化事業 （環境意識の向
　　　　 上のため、資源再生施設の見学等やモデル
　　　　 事業として白色トレーの収集を行うなど）

　　　　　　　　　　　　　　１， ４１１万円
　　　　　　※(4)- ⑤の主要施策も兼ねる
③快適な居住空間の創造
　　・下水道事業＜特別会計＞（管路施設工事、処
　　　理施設維持管理等）　　２１億１， ４９５万円
　　・農業集落排水事業＜特別会計＞（処理施設工
　　　事、処理施設維持管理等）９億２， ２１０万円
④水の安定供給と水資源の確保
　　・水道事業＜特別会計＞ （浄水、 配水施設整備等）

　〔収支的支出〕１０億３， ５２７万円
　〔資本的支出〕　　　６億８９２万円

⑤地球環境問題への対応
　新  拡  ・環境衛生事業（東町公衆便所の改修工事や
　　　　   衛生自治会補助など）　  　１， ５９２万円
　　　　　　※(4)- ①の主要施策も兼ねる

(４)地球環境の保全と水と緑を活かしたまちづくり
①心豊かでたくましい子どもを育てる学校教育
　新  拡  ・学校給食センター改築事業（南部給食セン
　　　　  ター建設にかかる地質調査、測量及び設計
　　　　 と北部給食センターの建設工事及び初度
　　　　 調弁等）　　　  　　　５億９， ８０４万円
②学びふれあう社会教育・生涯学習体制の充実
　新・図書館施設整備事業（図書館閉架書庫の床張
　　　り、昇降機、書架棚の整備工事など）

２， ９６１万円
③地域の歴史、文化の保存と活用・文化芸術の振興
　拡・十三崖のチョウゲンボウ繁殖地環境回復事業
　　　（国の天然記念物である十三崖のチョウゲン
　　　ボウ繁殖地の整備を図るための環境回復整備
　　　工事など）　　　　　　　　　１， １８３万円
④地域でふれあうスポーツ・レクリエーションの振興
　新・社会体育振興事業（スポーツ技術の向上等を
　　　目的に実績あるスポーツ選手の専任やスポー
　　　ツ教室・大会の開催など）　　　　８１４万円
⑤命、愛、やさしさを大切にする人権教育の推進
　　　　※(1)- ④再掲
⑥家庭・地域・学校の連携促進
　　・青少年対策事業（子ども地域活動促進事業補
　　　助など）　　　　　　　　　　１， ０８１万円

(５)地域が育て地域が守る教育文化のまちづくり
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①都市像にふさわしい土地利用計画の策定
　　・農業振興地域整備事業（農用地利用計画の策定など）

　　　　　　　　　　　２５５万円
②危機管理の徹底と災害防止対策の推進
　  ・消防施設整備事業（防火貯水槽整備工事など）

　　　　　　　　　　　　　　４， ６３９万円
③市民生活に密着した都市基盤整備の推進
　新・公園整備事業（一本木公園の公園内園路、バラの
　　　棚及び造成工事など）　　　　　　３， ６０２万円
④広域交流・連携を支える都市基盤整備の促進
　新・幹線道路整備事業（大俣上今井橋線、岩船２６号
　　　線等の道路改良）　　　　　　２億３， ９８０万円
⑤公共施設の効率的な維持管理

(６)特色ある発展を支える都市基盤が充実したまちづくり

▲中野市を流れる千
曲川の環境を保全
しましょう

▼東町の公衆便所
の改修工事を行
います

▲老朽化した学校給
食センターを建て
替えます

▼図書館の閉架書
庫の整備が行わ
れます

▲一本木公園の整備
が行われます

▼堤防からナピア
大俣までの間の
大俣上今井橋線
の改良工事が完
成します
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さ
れ
、
最
後
に
、
市
出
身
の
久
石
譲
さ
ん

作
曲
の
「
さ
ん
ぽ
」
と
高
野
辰
之
先
生
作

詞
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
参
加
者
全
員
で
合

唱
し
て
、
記
念
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

歌
を
歌
う
会
「
す
み
れ
会
」、
子
ど
も
た
ち

で
結
成
さ
れ
て
い
る
晋
平
少
年
少
女
合
唱

団
、
そ
し
て
中
野
地
域
の
中
野
童
謡
唱
歌

を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
が
披
露

　

四
月
一
日
の
新
設
合
併
に
よ
り
、
新
し

い
中
野
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

六
月
二
十
五
日
、 『
中
野
市
合
併
記
念
式
典
』

を
中
野
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局
調
整

課
長
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
長
及
び
議

員
、
県
総
務
部
長
、
姉
妹
都
市
市
長
及
び

議
会
議
長
、
近
隣
市
町
村
長
及
び
議
会
議

長
、
首
都
圏
及
び
関
西
ふ
る
さ
と
信
州
中

野
会
会
長
、
そ
し
て
首
都
圏
信
州
豊
田
会

代
表
な
ど
、
約
五
百
名
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
ら
で
つ

く
る
「
豊
井
ふ
る
さ
と
太
鼓
」
と
「
東
吉

田
夢
太
鼓
」
に
よ
る
威
勢
の
良
い
演
奏
に

始
ま
り
、
青
木
市
長
か
ら
式
辞
が
、
清
水

市
議
会
議
長
か
ら
は
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

引
き
続
い
て
、
式
典
に
出
席
い
た
だ
い
た

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
合
併
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
綿
貫
隆
夫
・
旧
中
野
市
長
、
清
野

眞
木
生
・
旧
豊
田
村
長
、
小
林
敦
・
旧
中

野
市
議
会
議
長
、
田
中
昭
男
・
旧
豊
田
村

議
会
議
長
、
中
嶋
元
三
・
旧
中
野
市
議
会

議
長
、
そ
し
て
佐
藤
秀
彦
・
旧
豊
田
村
議

会
議
長
の
六
名
の
方
に
、
総
務
大
臣
か
ら

の 『
市
町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
』

の
伝
達
が
、
式
典
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
音
楽
発
表
で
は
、
豊
田
地
域

で
童
謡
を
歌
う
グ
ル
ー
プ
の
豊
田
童
謡
唱

中
野
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

▲もう一つのオープニングの東吉田夢太鼓 ▲豊井ふるさと太鼓で式典がスタート
�
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱

条　

例

　６月定例市議会が６月６日から６月23日まで
18日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案５件、新年度予算案14件、
事件案３件のあわせて22件の議案が審議され、い
ずれも原案どおり可決されました。また、中野市
選挙管理委員及び補充員の選挙が行われ、意見書
などについても審議されました。主なものの内容
をお知らせします。
　なお、平成17年度予算の概要については、２～
５ページに掲載しました。

「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
」

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
公
表
に
関

す
る
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

７　 平成１7年７月　広報なかの

「
中
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
改
正

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職

員
の
早
出
遅
出
勤
務
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す

る
条
文
の
追
加
等
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

「
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
の
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
障
害

の
等
級
等
に
つ
い
て
所
要
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
に
関
す
る
条
例
」

の
改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

非
常
勤
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、
退
職
報
償
金
の
支
給

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
」

　

福
祉
医
療
費
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
合
併
前
の
中
野
市
福

祉
医
療
費
給
付
金
条
例
及
び
豊
田

村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例

を
暫
定
施
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
適
用
さ
せ
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
合
併
の
協
議
に

基
づ
き
、
受
給
資
格
の
見
直
し
に

合
わ
せ
、
条
例
を
新
た
に
制
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

人  
事

　

暫
定
委
員
の
浦
野
孝
一
さ
ん
、

西
沢
憲
一
郎
さ
ん
、
齊
藤
茂
子
さ

ん
、
高
山
昭
さ
ん
の
任
期
は
、
合

併
に
よ
り
新
市
の
初
市
議
会
に
お

い
て
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
で
あ

っ
た
た
め
、
新
た
に
次
の
各
氏
が

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
に
、

選
挙
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
で
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員

根
岸
和
美
さ
ん
（
中
町
・　

歳
）

68

小
林
貫
一
さ
ん
（
東
江
部
・　

歳
）

61

�
武
榮
一
さ
ん
（
若
宮
・　

歳
）

71

西
沢
憲
一
郎
さ
ん （
南
永
江 ・ 　

歳
）

68

▼
補
充
員

池
田　

子
さ
ん
（
新
保
・　

歳
）

64

　

口
一
男
さ
ん
（
立
ヶ
花
・　

歳
）

63

荻
原
攻
二
さ
ん
（
西
条
・　

歳
）

62

臼
井
信
幸
さ
ん
（
上
今
井
・　

歳
）

58

　

選
挙
管
理
委
員
会
臨
時
会
が

六
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、

小
林
貫
一
さ
ん
（
東
江
部
･　
61

歳
）
を
委
員
長
に
選
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
は
、
徳
武
榮
一
さ
ん
（
若

宮
・　

歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

71

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に   
小  
林  
貫
一

    

さ
ん

こ 
ば
や
し 

か
ん
い
ち

委員長
 小 林 貫 一さん
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　合併にご尽力いただいた６名の方に、
総務大臣表彰の伝達が行われました。

市町村合併功労者総務大臣表彰

�
旧
中
野
市
長

　
　
　
　
　

綿
貫
隆
夫
さ
ん

�
旧
豊
田
村
長

清
野
眞
木
生
さ
ん

�
旧
中
野
市
議
会
議
長

小
林
敦
さ
ん

�
旧
豊
田
村
議
会
議
長

田
中
昭
男
さ
ん

�
旧
中
野
市
議
会
議
長

中
嶋
元
三
さ
ん

�
旧
豊
田
村
議
会
議
長

佐
藤
秀
彦
さ
ん
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市
政
に
対
す
る
ご
提
言
等
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お
聴
き

す
る
『
市
長
へ
の
手
紙
』
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
等
は
、
市

長
が
直
接
拝
見
し
、
ご
回
答
を
申

し
あ
げ
、
市
政
運
営
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
広
聴
事
業
へ
の
提
言
は
、
お

手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

①
お
手
紙

　

今
月
の
「
広
報
な
か
の
」
に
挟

み
込
ん
で
あ
り
ま
す
用
紙
に
、
ご

提
言
等
を
記
入
後
、
用
紙
を
三
つ

折
り
に
し
て
の
り
づ
け
し
、
用
紙

に
は
切
手
を
貼
ら
ず
、
そ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
函
の
有
効
期
限
は
平

成
十
八
年
三
月
三
十
一
日�
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
用
紙
は
市
役
所
市

民
室
、
支
所
玄
関
、
中
央
・
西
部

・
北
部
・
豊
田
公
民
館
に
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ご
提
言
等
を
お
受
け
す
る
た
め

の
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
け
て
お

り
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
は
２
２
‐

２
４
４
５
で
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
く
用
紙

の
様
式
等
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、

挟
み
込
ん
で
あ
る
用
紙
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

③
電
子
メ
ー
ル

　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
等
を
お
受

け
す
る
た
め
の
専
用
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 （http
://w
w
w
.city.nakano

.n
ag
an
o
.jp
/

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ご
提
言
等
と
必
要
事
項
を
入
力

し
、
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
等
は
、
個

人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編

集
し
た
う
え
で
、「
広
報
な
か
の
」

な
ど
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
言
や
個

人
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
管
理
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
聴
き
す
る
目
的
以

外
に
、
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

①
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
言
等
に
は
、

原
則
と
し
て
お
返
事
を
差
し
上
げ

ま
す
が
、
お
名
前
・
ご
住
所
等
が

な
い
場
合
は
、
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
事
項
を
必
ず
ご
記
入
（
ご
入

力
）
の
う
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
ア
ド
レ

ス
だ
け
判
明
し
て
い
て
も
原
則

と
し
て
回
答
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
特
定
の
市
民
・
地
区
（
団
体
）

等
へ
中
傷
す
る
内
容
の
意
見
な
ど

は
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

旧
中
野
市
に
お
い
て
、
昨
年
度

に
同
様
の
公
聴
事
業
『
ひ
ろ
が
る

つ
な
が
る　

あ
な
た
の
声
』
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
七
十
八
通
に
百

十
五
件
の
ご
提
言
等
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
昨
年

寄
せ
ら
れ
た
内
容
別
の
集
計
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総
件
数　
　

百
十
五
件

（
一
通
に
複
数
の
提
言
あ
り
）

市
役
所
事
務　

十
六
件

保
健
・
医
療　
　

二
件

厚
生
・
福
祉　

十
二
件

教
育
・
文
化　
　

十
件

環
境
・
ゴ
ミ　
　

六
件

人
権　
　
　
　
　

一
件

道
路
・
河
川　
　

九
件

ま
ち
づ
く
り　
　

四
件

公
園
整
備　
　
　

三
件

上
・
下
水
道　
　

四
件

農
政　
　
　
　
　

九
件

商
工
・
観
光　

十
二
件

交
通　
　
　
　
　

二
件

市
町
村
合
併　
　

四
件

防
災　
　
　
　
　

三
件

企
画　
　
　
　
　

六
件

そ
の
他　
　
　

十
二
件

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
提
言
等
に
際
し
て
の
お
願
い

 『
市
長
へ
の
手
紙
』 を
実
施
し
ま
す

広 
聴 
事 
業 ���������������������������������
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

皆
さ
ん
の
声��������������������������������� 
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
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�
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�
�

�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
青
木
市
長
自
ら
が
皆
さ

ん
の
も
と
へ
お
伺
い
す
る
『
出
前

ザ
集
会
』
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
地
区
や
各
種
団
体

の
概
ね
十
人
以
上
の
集
り
な
ど
に
、

市
長
が
出
席
し
て
市
政
に
関
す
る

報
告
や
皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
を
お

聴
き
す
る
も
の
で
、
広
聴
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
出
前
ザ
集
会
』
を
ご
希

望
の
方
は
、
日
程
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
の
う
え
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
日
時
は
市
長
の
日
程
が
確
保
で

き
る
日
と
し
、
会
場
は
申
し
込

ま
れ
る
方
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
度
の
開
催
状
況

①
中
野
商
工
会
議
所
科
野
支
部

　

《
六
月
二
日�
》

②
上
今
井
区
《
六
月
十
一
日�
》

③
豊
田
特
産
振
興
会

《
六
月
二
十
日�
》

④
立
ヶ
花
分
館

《
六
月
二
十
八
日�
》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
０
８
）

 『
出
前
ザ
集
会
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

▲６月２日の出前ザ集会の模様

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

昨
年
度
の
旧
中
野
市
の
状
況

９　 平成１7年７月　広報なかの

中野市
受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　�22-2111（内線209・213）

　平成18年度採用予定の市職員及び北信広域連合職員の採用試験および市職員採用選考考査を行います。　　

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員試験区分

日時・場所科　目その他要件年齢・住所要件

７月11日�
　　

～

　　
８月12日�

平成17年
９月18日�
午前８時45分

中野市役所
　会議室

･教養　　
･専門　　
･論文　　
･性格診断
･適性検査
･資格調査

保育士の資格を有する者（平成18
年３月31日までに当該資格を取
得する見込みの者を含む）。かつ、
短期大学卒業程度の学力を有す
る者

日本国籍を有する者で、昭和54年
４月２日から昭和61年４月１日
までに生まれた者。かつ、平成17
年６月１日現在、中野市の住民で、
将来にわたって居住する予定の
者（勉学などで他へ居住している
者を含む）

２名
程度保育士

中　
　

級

　

市
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
等

の
皆
さ
ん
が
市
内
に
お
い
て
実

施
す
る
合
併
記
念
交
流
事
業

 （
イ
ベ
ン
ト
等
）に
要
す
る
経
費

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

新
市
に
お
け
る
両
地
域
の
皆

さ
ん
の
交
流
促
進
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
多
く
の
市
民
グ
ル

ー
プ
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
す
る
事
業

�
新
市
に
お
け
る
市
民
相
互
の

交
流
又
は
新
市
の
一
体
性
を

促
進
す
る
た
め
に
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
で
新
規

に
行
う
も
の
。（
既
存
イ
ベ
ン

ト
で
も
実
施
範
囲
を
旧
地
域

か
ら
新
市
の
地
域
へ
拡
大
し

て
行
う
も
の
で
発
展
的
な
も

の
も
含
む
。）

�
市
内
に
在
住
す
る
民
間
団
体

（
市
民
グ
ル
ー
プ
）
等
が
主

催
す
る
事
業
と
す
る
。

�
当
該
事
業
の
開
催
に
要
す
る

経
費
の
う
ち
、
謝
礼
、
出
演

料
、
広
告
宣
伝
費
、
会
場
費
、

装
飾
費
、
原
材
料
費
等
と
す

る
。（
懇
親
会
に
係
る
費
用
は

除
き
ま
す
。）

●
補
助
金
の
対
象
期
間

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
う
も
の

●
補
助
金
の
交
付
額

　

一
事
業
十
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。（
対
象
経
費
が
十
万
円
に

満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
額
と

し
ま
す
。）

●
募
集
期
間

　

平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
（
募
集
期
間

中
の
交
付
も
可
と
し
ま
す
。）

●
補
助
金
の
交
付
申
請

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

・
事
業
計
画
書

　

・
収
支
予
算
書

　

・
そ
の
他
必
要
と
す
る
書
類

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場

合
は
、
事
業
完
了
後
「
事
業

報
告
書
」、「
収
支
決
算
書
」

な
ど
の
報
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
行
政
管
理

係 （��
２
１
１
１
内
線
４
０
１
）

新市制施行を祝う新市制施行を祝う
手づくりイベント等に手づくりイベント等に
補助金を交付します補助金を交付します

職員採用試験

受験申込
受付期間

第一次考査受　験　資　格採用予
定人員考査区分

日時・場所科　目その他要件年齢・住所要件

７月11日�
　　

～

　　
８月12日�

平成17年
９月18日�
午前８時45分

中野市役所
　会議室

･教養　　
･論文　　
･性格診断
･適性検査
･資格調査

身体障害者手帳の交付を受け、か
つ、その障害の程度が１級～６級
までの者。かつ、自力により通勤
ができ、介護者なしで職務遂行が
可能で、受験案内の活字と同じ大
きさの活字による印刷文の出題
に対応できる者

日本国籍を有する者で、昭和53年
４月２日から昭和63年４月１日
までに生まれた者。かつ、平成17
年６月１日現在、中野市の住民で、
将来にわたって居住する予定の
者（勉学などで他へ居住している
者を含む）

１名
程度

一般
事務

身体障害
者対象

初    
級

北信広域連合
受験申し込み　北信広域連合事務局総務係（中野市南宮庁舎内）
問い合わせ先　�22-8400（内線21）

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員試験区分

日時・場所科　目その他要件年齢・住所要件

７月15日�
　　

～

　　
８月12日�

平成17年
９月18日�
午前８時45分　
中野市民会館
　会議室

･教養　　
･論文　　
･適性検査
･資格調査

看護師の資格を有する
者（平成18年3月31日ま
でに当該資格を取得す
る見込みの者も含む）。
かつ、短期大学卒業程度
の学力を有する者

日本国籍を有する者で、昭和49年４月２日
から昭和60年４月１日までに生まれた者。
かつ、平成17年７月１日現在、組織市町村
（中野市、山ノ内町、飯山市など）の住民
で、将来にわたって居住する予定の者（勉
学などで他へ居住している者を含む）

１名看護師
中    
級

受験申込
受付期間

第一次試験
受　験　資　格採用予

定人員試験区分
日時・場所科　目

７月15日�
　　

～

　　
８月12日�

平成17年
９月18日�
午前８時45分　
中野市民会館
　会議室

･教養　　
･論文　　
･適性検査
･資格調査

日本国籍を有する人で、昭和56年４月２日から昭和63年４月１日まで
に生まれ、高等学校卒業程度の学力を有する者。かつ、平成17年７月
１日現在、組織市町村（中野市、山ノ内町、飯山市など）に住民登録
されている方で、将来も居住予定の者（勉学などで他へ居住している
者を含む）

若干名

介護員等
(介護･
調理･
事務)

初　
　

級
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第
一
回
「
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
」

は
、
中
野
市
合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、七
月
二
十
三
日�
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
踊
り
終
了
後
に
、
中
野
実
業
高

等
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
中
野
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
㈱
向
か
い
側
）
を
打
ち
上
げ

場
所
と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

交
通
規
制

　

今
年
は
踊
り
会
場
お
よ
び
交
通
規
制
区

域
を
一
部
変
更
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
下

図
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

踊
り
会
場

南
照
寺
前
か
ら
市
役
所
南
交
差
点
ま
で
の

直
線
コ
ー
ス
お
よ
び
相
生
町
、
幸
町

規
制
時
間

午
後
四
時
か
ら
九
時
四
十
分

　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ

ー
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
採
用
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
合
計
五

〇
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
六
月
十
四
日
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
入
選
作
品
の
選

考
が
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
部
採
用

水
沢　

駿
さ
ん
（
延
徳
小
二
年
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
部
採
用

橋
本
の
ぞ
み
さ
ん
（
日
野
小
六
年
）

佳
作
（
九
点
）

高
橋
晃
平
さ
ん
（
中
野
小
六
年
）

石
沢
祐
衣
さ
ん
（
日
野
小
六
年
）

畔
上
か
な
え
さ
ん
（
延
徳
小
三
年
）

桑
原
佑
未
子
さ
ん
（
平
野
小
四
年
）

藤
木
康
介
さ
ん
（
高
丘
小
三
年
）

�
橋
奈
那
さ
ん
（
長
丘
小
一
年
）

田
中
季
林
さ
ん
（
平
岡
小
六
年
）

白
鳥
幸
汰
さ
ん
（
科
野
小
四
年
）

山
田
香
代
さ
ん
（
倭
小
四
年
）

　

な
お
、
入
選
し
た
十
一
点
の
作
品
を
七

月
二
十
五
日�
ま
で
市
役
所
お
よ
び
支
所

で
展
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進
会
事
務

局
〈
市
役
所
商
工
観
光
課
内
〉（�
�
２

１
１
１
内
線
２
５
９
）

▲ポスターデザイン ▲パンフレットデザイン

７月23日開催

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり第１回中野ションションまつり
踊り会場周辺の交通規制と
ポスター・パンフレットの採用作品決定

 
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

 
採
用
作
品
決
定
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て
お
り
、
品
種
と
し
て
は
、
主
に

ブ
ル
ー
レ
イ
（
甘
味
が
強
い
）
と
、

ブ
ル
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
甘
味
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
）
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

斑
尾
山
の
火
山
灰
土
は
、
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
の
好
む
酸
性
土
壌
で
あ

る
た
め
、
栽
培
に
は
適
し
て
お
り
、

粒
が
大
き
く
、
収
量
も
通
常
の
一

・
五
倍
程
に
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

生
食
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加

工
品
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で
す
が
、
最

近
は
「
目
に
効
く
」
こ
と
で
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
青
紫

色
の
「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
と
い

う
色
素
が
も
た
ら
す
効
果
で
あ
り
、

ま
た
、
強
力
な
抗
酸
化
作
用
が

あ
る
こ
と
か
ら
成
人
病
の
予
防

や
老
化
防
止
な
ど
に
も
有
効
で

あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、
小

粒
で
も
い
ろ
ん
な
パ
ワ
ー
を
秘

め
て
い
る
、
こ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
「
旬
」
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

ま
ず
は
、
生
食
で
ど
う
ぞ
。
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豊
田
地
域
の
斑
尾
山
の
ふ
も

と
で
は
、
七
月
上
旬
か
ら
八
月

下
旬
ま
で
の
約
二
ヵ
月
間
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
に
導
入
さ
れ
て

か
ら
、
今
で
は
二
十
軒
程
の
農

家
が
約
二�
の
土
地
で
栽
培
し

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
青
紫

の
色
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
か
ら
中
野
市
の

健
康
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る�
聖
路
加
国
際
病
院
名
誉
院

長
の
日
野
原
重
明
先
生
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
合
併
を
記
念
し
て
「
中

野
市
を
最
高
に
発
展
さ
せ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
」
―
私
が
、
か

か
わ
っ
た
二
十
七
年
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
―
と
題
し
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
記
念
講
演
会
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心

を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
昨
年
、
昨
年
と
保

育
料
を
引
き
下
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
保
育
料
等
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
七
月
か
ら
の

保
育
料
月
額
を
据
え
置
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
考
え

方
を
基
本
に
、
市
の
財
政
状
況
や

社
会
全
体
の
経
済
状
況
が
家
計
に

与
え
る
影
響
な
ど
を
考
慮
し
て
決

定
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
時
間
保
育
と
一

時
的
保
育
の
利
用
料
に
つ
い
て
も

据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

国
の
定
め
る
保
育
料
徴
収
基
準

額
と
市
が
定
め
た
保
育
料
月
額
を

比
較
す
る
と
、
児
童
一
人
当
り
年

額
で
平
均
七
四
、
〇
一
六
円
、
月

額
で
平
均
六
、
一
六
八
円
の
軽
減

が
図
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

市
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
負

担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
厚
生
課
児
童
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
９
３
）

　

五
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
中
央
広
場

公
園
で
開
催
し
ま
し
た
、
な
か
の
花
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
５
で
は
、
九
十
一
名
の

方
々
が
申
し
込
み
を
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
部
門

百
五
十
六
点
、
ハ
ン
キ
ン
グ
部
門
二
十
二
点

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ先
市役所保健課健康管理係（�（２２）２１１１内線２４２）
豊田支所保健福祉課保健係（�（３８）３１１１内線１４６）

健康講演会　日野原重明氏講演会
　　平成１７年８月４日（木）期　日
　　開　場　午後２時５０分時　間
　　開　会　午後３時５０分
　　講演会　午後４時～５時３０分
　　市民会館ホール場　所
　　無料入場料

中野市中野市
合併記念交流イベント合併記念交流イベント

 
７
月
か
ら
の

保
育
料

据
え
置
き
ま
す 

長
時
間
保
育

一
時
的
保
育
の
利
用
料
も

据

え

置

き

 
結
果
を

　
　
 
発
表
し
ま
す

な
か
の
花
づ
く
り

な
か
の
花
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
５

２
０
０
５

氏　　名賞
山田清美審査員特別賞
北沢澄審査員特別賞
武田俊文審査員賞
酒井純子審査員賞
山本喜代子ふるさと賞
春原保枝ふるさと賞
阿部憲子ネイチャー賞
長島友子ネイチャー賞
外山美由子ステキで賞
涌田恵美子がんばりましたで賞
中野児童センターがんばりましたで賞
須崎紀美江ハーモニー賞
市川勝子ハーモニー賞

�入選者

健康講演会健康講演会

日野原重明氏
講演会
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精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

満
二
十
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
増

進
の
た
め
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
精
神
や
身
体
に
一
定
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る

父
も
し
く
は
母
又
は
父
母
に
か
わ

っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

手
続
き

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
厚

生
課
又
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課

の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
 
毎
年
、
所
得
状
況
届
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
用
紙
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期

日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
制
度

母
子
家
庭
等
の
お
子
さ
ん
の
た
め
の

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

養
育
さ
れ
て
い
る
母
親
等
に
、
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

　

は
じ
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
、

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
本
） 等
関
係
書
類
を
添
え
て
、厚

生
課
ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
が
、
手
当
の
支
給
は
申
請
さ

れ
た
翌
月
分
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

　

対
象
児
童
の
増
減
が
あ
っ
た
と

き
、
母
の
婚
姻
に
よ
り
受
給
資
格

を
喪
失
す
る
と
き
な
ど
届
出
の
内

容
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
変
更
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

毎
年
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
用
紙
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
で
、
指
定
の
期
日
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
中
野
地
域
と
豊
田
地
域
で
、
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
た
福
祉
医
療
費
の
制
度

を
、
八
月
診
療
分
か
ら
同
じ
制
度
と
し
、
よ

り
充
実
し
た
内
容
に
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
子
育
て
支
援
や
少

子
化
対
策
を
背
景
と
し
た
乳
幼
児
へ
の
助
成

の
充
実
や
、
障
害
者
、
母
子
等
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
対
象
者
の
範
囲
の
一
部
を

拡
大
し
ま
し
た
。

※ 
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、新
た
に
支
給

対
象
者
と
な
る
方
は
、
申
請
手
続
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
の
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
（
死
亡
当
時
）
で
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
下
の
別
表
に
よ

る
先
順
位
の
方
で
す
。

支
給
内
容

額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
請
求
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成17年４月１日までに戦傷病者戦
没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を
取得した方

１

戦没者等の子２

戦没者等と生計関係を有していた①父
母②孫③祖父母④兄弟姉妹（平成17年４
月１日において、婚姻により姓が変って
いる方又は遺族以外の方と養子縁組を
している方は除く）

３

上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄
弟姉妹４

上記１から４以外の三親等内親族（戦没
者等の死亡時まで引き続き1年以上生計
関係を有していた方に限る）

５

特別弔慰金の対象順位

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

〜
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
〜

合
併
に
よ
り
八
月
か
ら

福
祉
医
療
費
の

     
対
象
者
拡
大

※他に、 精神障害者と老人区分を除き、入院時食事代の半額を給付します

支　給　対　象　者区　　分

所得制限がなくなり　　全員対象乳幼児
(0歳～小学校就学前)

1級～3級　　全員対象
4級　　所得税非課税世帯の者が対象身体障害者手帳交付者

A1～B1　　全員対象
B2　　所得制限(特別障害者手当)あり療育手帳交付者

1級～3級　　市民税非課税世帯の者が対象
　　　　　　（通院の医療費のみ対象です）

精神障害者保健福祉手帳
交付者

全員対象65歳以上の国民年金
(障害基礎年金)該当者

18歳未満(高等学校等卒業まで)の児童と
扶養している者母子家庭の母子等

18歳未満(高等学校等卒業まで)の児童と扶養
している者　　所得制限(児童扶養手当)あり父子家庭の父子

市民税非課税世帯の者が対象老人(68・69歳)

�

厚生課からのおしらせ 問い合わせ先　市役所厚生課厚生係（�２２－２１１１内線292）
　　　　　　　豊田支所保健福祉課福祉係（�３８－３１１１内線143）

�

�

�

�

�

�

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
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自
動
車
の
廃
タ
イ
ヤ
は
有
料
収

集
を
、
廃
食
用
油 （
家
庭
用
）
に
つ

い
て
は
無
料
収
集
を
下
表
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
収
集
場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
会
館

収
集
期
日　

八
月
二
日�

時
間　

午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で

（
中
野
実
業
高
等
学
校
側
か
ら
お

入
り
く
だ
さ
い
）

◆
豊
田
支
所

収
集
期
日　

八
月
四
日�

時
間　

午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で

※
自
動
車
の
廃
タ
イ
ヤ
は
業
者
が

直
接
回
収
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
廃
食
用
油
を
入
れ
て
き
た

容
器
は
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　中野市衛生自治会事務局〈市役所環境課
衛生係〉（� （22） ２１１１内線２４５）または豊田支所市
民環境課市民環境係（� （38） ３１１１内線１５１）

廃食用油（家庭用）自動車の廃タイヤ

廃食用油（家庭用）※車のオイル
等の廃油や、事業系の廃食用油は
取り扱いできませんのでご注意
ください。

自動車の廃タイヤ（2t用16ｲﾝﾁま
で）※事業系の廃タイヤは取り扱
いできませんのでご注意くださ
い。

収集対象

無　料ホイール有り1本400円、 無し1本350円料　　金

食用油のポリ容器やペットボト
ル等に廃食用油を入れてお持ち
ください。会場に収集容器が用意
してありますので、その中に廃食
用油を入れてください。

収集場所において、業者に直接引
き渡し、代金をお支払ください。収集方法

自動車自動車
廃タイヤ廃タイヤ
有料収集有料収集

廃食用油廃食用油
（家庭用）（家庭用）
無料収集無料収集

　

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
事
業
」

は
環
境
省
の
事
業
で
、
各
家
庭
で

楽
し
み
な
が
ら
「
環
境
に
や
さ
し

い
く
ら
し
」
に
取
り
組
め
る
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
教
材
・
情
報

誌
等
を
通
し
て
支
援
を
す
る
も
の

で
す
。

　

環
境
省
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
を
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る

家
庭 （
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）と
我
が

家
の
環
境
大
臣
（
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
リ
ー
ダ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

楽
し
く
エ
コ
ラ
イ
フ
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
費
用

　

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
で
す
。

登
録
方
法

■
家
庭
（
一
世
帯
）
ま
た
は
個
人

に
つ
い
て
は
直
接
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
し
て
登
録
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.eco-fam

ily.jp

■
複
数
の
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
（
ご

近
所
同
士
、
市
民
団
体
、
企
業
等

の
仲
間
）
に
つ
い
て
は
市
役
所
環

境
課
窓
口
で
登
録
し
ま
す
。

登
録
す
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
、
任
命

証
、
教
材
、
会
報
誌
（
年
二
回
）

が
も
ら
え
ま
す
。

　

な
お
、
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
特

に
決
め
ら
れ
た
活
動
を
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
環
境
省
か
ら
提
供
す

る
グ
ッ
ズ
等
を
自
由
に
活
用
い
た

だ
き
、
ご
自
分
の
ご
家
庭
に
あ
っ

た
「
我
が
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ

コ
ラ
イ
フ
」
を
送
る
こ
と
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
い
詳
細
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）

地
球
温
暖
化
と
は
？

　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
え
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
、
こ
れ

が
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
わ
れ
る

現
象
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
二
十

一
世
紀
中
に
地
球
全
体
で　

〜　
1.4

5.8

℃
上
昇
し
、
世
界
各
地
で
異
常
気

象
の
頻
発
、
健
康
被
害
の
増
加
、

生
態
系
へ
の
影
響
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す

た
め
に
、
夏
季
の
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

冷
房
中
の
室
温
が　

℃
を
下

28

　
　

回
ら
な
い
よ
う
に
設
定
を
！

　

部
屋
の
温
度
の
こ
ま
め
な
調
節

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夏
季

は
、
涼
し
い
服
装
に
努
め
た
り
、

カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
太
陽
光
の

入
射
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

不
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用

　
　

を
控
え
ま
し
ょ
う
！

　

必
要
の
な
い
と
き
は
、
エ
ア
コ

ン
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
一
日

一
時
間
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

　
　

電
気
製
品
は
主
電
源
か
ら
切

　
　

り
ま
し
ょ
う
！

　

電
気
製
品
の
待
機
時
電
力
は
大

き
い
も
の
で
す
。
リ
モ
コ
ン
で
ス

イ
ッ
チ
を
切
っ
て
も
電
力
を
消
費

す
る
機
器
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

電
気
製
品
の
主
電
源
を
こ
ま
め
に

切
り
、
長
期
間
使
わ
な
い
時
は
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
 
入
浴
時
の
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ

　
　

ぱ
な
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

入
浴
時
に
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を

か
け
流
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

一
分
間
で
十
㍑
に
も
な
り
ま
す
。
身

体
を
洗
っ
て
い
る
間
な
ど
、
シ
ャ
ワ

ー
の
か
け
流
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

炊
飯
器
は
で
き
る
だ
け
保
温

　
　

機
能
を
使
わ
な
い
よ
う
に
！

　

炊
飯
器
の
保
温
は
利
用
時
間
が

長
く
、
多
く
の
電
気
を
消
費
し
ま

す
。
保
温
機
能
を
使
わ
ず
、
必
要

な
時
に
加
温
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

自
動
車
の
適
正
運
転
を
心
が

　
　

け
ま
し
ょ
う
！

　

自
動
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
急
発

進
・
空
ふ
か
し
の
抑
制
な
ど
適
正

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
冷
蔵
庫
を
効
率
的
に

使
用
す
る
・
照
明
を
こ
ま
め
に
消

す
･
適
正
量
で
の
洗
濯
機
の
使
用

・
エ
コ
商
品
を
選
ん
で
購
入
す
る

な
ど
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１２３

４５６

心
が
け
よ
う
！

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
とととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののの

一
人
ひ
と
り
の

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

 
地
球
温
暖
化
対
策

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����を
募
集

我
が
家
の
環
境
大
臣

我
が
家
の
環
境
大
臣
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市
で
は
、
市
内
を
運
行
す
る
路

線
バ
ス
の
利
用
の
促
進
を
図
り
、

路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
路

線
バ
ス
回
数
券
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
回
数
券
一
冊
の

購
入
に
つ
き
、
定
価
の
二
割
相
当

額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

『
地
域
の
足
』
で
も
あ
る
バ
ス

を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

◎
対
象
路
線
等

　

市
内
を
運
行
す
る
八
路
線
を
利

用
す
る
た
め
の
普
通
回
数
券
。

◎
手
続
き

　

助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
路
線

バ
ス
回
数
券
購
入
費
助
成
申
請
書

を
市
役
所
企
画
情
報
課
ま
た
は
豊

田
支
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑

◎
購
入
手
続
き

　

審
査
の
上
、
路
線
バ
ス
回
数
券

購
入
費
助
成
証
明
書
を
交
付
い
た

し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を
持
参
し
、

市
内
販
売
所
（
中
野
駅
・
北
信
病

院
売
店
・
山
田
菓
子
店
・
Ｊ
Ｒ
飯

山
線
替
佐
駅
）
で
購
入
く
だ
さ
い
。

定
価
の
八
割
相
当
額
で
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。

◎
第
一
回
集
中
受
付
期
間

八
月
三
十
一
日�
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

路
線
バ
ス
回
数
券
購
入
費
に

　

助
成
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
の
皆
様
に
中
野
市
の
農

業
の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
中

野
市
産
の
農
産
物
や
食
品
を
集

め
た
『
２
０
０
５
夏
の
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

六
月
末
に
新
聞
折
込
に
て
配
布

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
既
に
ご

覧
い
た
だ
い
た
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
夏
は
十
六
社

の
三
十
九
品
目
を
ご
用
意
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
親
し
い
方
な

ど
の
贈
り
物
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
取
り
扱
い
は
：

中
野
市
振
興
公
社
（�
�
８
４

０
０
）
ま
で
。

売
れ
る
農
業
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

売
れ
る
農
業
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

信州中野産
 ““““““““““““““““““““““““““““““““夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏ののののののののののののののののののののののののののののののののギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト“夏のギフト
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググググググググググググググググググ”””””””””””””””””””””””””””””””” カタログ” 発行
～贈り物にどうぞ～

　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
地
域
の
行
事
や
話
題
な
ど
の

記
事
を
「
広
報
な
か
の
」
へ
提
供

し
て
く
だ
さ
る
方
（
ふ
る
さ
と
レ

ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統
や
文
化
、
ま
た
、

写
真
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

十
名

活
動
内
容

・
地
域
に
お
け
る
身
近
な
話
題
の

取
材
お
よ
び
原
稿
提
出
、
情
報

提
供

・
広
報
に
対
す
る
要
望
の
集
約
お

よ
び
報
告

・
市
が
招
集
す
る
会
議
等
へ
の
出
席

応
募
資
格

　

市
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上

の
方
で
、
市
政
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
熱

意
を
持
つ
公
正
な
立
場
の
方
。
な

お
、
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

七
月
二
十
九
日�

選
考
方
法　

応
募
者
の
中
か
ら
選

考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）
ま
た

は
豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係
（�

�
３
１
１
１
内
線
１
１
４
）

「広報なかの」
地域に身近な情報を!!

ふるさとふるさと
レポーター　レポーター 募集
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厚
生
労
働
省
か
ら
五
月
三
十
日

付
け
で
、
現
行
の
日
本
脳
炎
ワ
ク

チ
ン
の
使
用
と
重
症
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ

・
ア
デ
ム
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄

炎
）
と
の
因
果
関
係
が
事
実
上
認

め
ら
れ
た
た
め
、
積
極
的
な
勧
奨

を
行
わ
な
い
よ
う
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
三
歳
か
ら
七
歳
半
未

満
の
お
子
さ
ん
、
小
学
校
四
年
生
、

中
学
校
三
年
生
を
対
象
と
し
て
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
通
知
を
受
け
、

保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
小
･
中
学

校
で
の
集
団
接
種
を
一
時
中
止
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
流
行
地
区
へ
渡
航
す
る

場
合
や
蚊
に
さ
さ
れ
や
す
い
環
境

に
あ
る
場
合
等
で
、
特
に
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
市
役
所
保
健
課
健
康
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
２
）

▼
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
保
健
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
６
）

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
 
一
時
中
止
の
お
知
ら
せ

中野市
環境審議会委員

～よろしく
　　　お願いします～

を委嘱

　

市
で
は
、
環
境
の
保
全
、
一
般

廃
棄
物
の
減
量
、
そ
の
他
環
境
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
中
野
市
環
境
審
議
会
の
委
員

に
次
の
二
十
名
の
方
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
十
七
年
六
月

か
ら
二
年
間
で
す
。

（
順
不
同
）

会
長　

原
修
一
郎
さ
ん　

副
会
長

割
田
登
志
男
さ
ん　

委
員　

上
原

悦
男
さ
ん
、
高
橋
光
芳
さ
ん
、
常

田
英
士
さ
ん
、
新
井
恒
司
さ
ん
、

山
田
彰
一
さ
ん
、
水
野
千
弘
さ
ん
、

前
澤
憲
雄
さ
ん
、
小
橋
達
雄
さ
ん
、

関
黎
子
さ
ん
、
工
藤
二
六
子
さ
ん
、

高
見
澤
光
二
さ
ん
、
小
林
充
子
さ

ん
、
松
野
繁
男
さ
ん
、
渋
川
聖
吉

さ
ん
、
小
野
澤
ま
す
み
さ
ん
、
小

林
優
子
さ
ん
、
高
橋
秀
子
さ
ん
、

柏
倉
倫
子
さ
ん

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
委
員
の
方
々

と
共
に
、「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
の
実

現
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」「
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県

民
運
動
強
化
月
間
」「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
月
間
を
機
会
に
「
青
少
年

は
地
域
社
会
か
ら
は
ぐ
く
む
」
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
、
青
少
年
を

取
り
巻
く
有
害
な
社
会
環
境
の
浄

化
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
、
青
少

年
の
非
行
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
青
少
年
の
喫
煙
や
深
夜

徘
徊
、
暴
走
行
為
な
ど
で
補
導
さ

れ
る
少
年
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
問
題
行
動
の
一
つ
と
し

て
、
青
少
年
の
規
範
意
識
の
低
下

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
？　

青
少
年
に
対
し

て
大
人
が
声
を
か
け
て
、
良
い
こ

と
は
ほ
め
、
悪
い
こ
と
は
注
意
す

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

未
来
の
「
な
か
の
」
を
担
う
青

少
年
に
、
周
り
の
大
人
が
温
か
な

眼
差
し
を
向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で

『
愛
の
声
か
け
運
動
』
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
、
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の

あ
る
情
報
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
に
よ
っ
て
、
青
少
年
の

不
良
行
為
を
誘
発
、
助
長
し
や
す

く
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
妨

げ
る
よ
う
な
有
害
な
環
境
と
し
て

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
自
身
の
意
志
と
判
断
に
よ

る
対
応
が
基
本
で
す
が
、
同
時
に
、

こ
れ
を
支
え
る
家
庭
や
学
校
に
お

け
る
指
導
、
そ
し
て
、
地
域
の
人

々
に
よ
る
有
害
環
境
浄
化
の
自
発

的
な
活
動
が
大
切
で
す
。
有
害
な

社
会
環
境
の
排
除
に
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
少
年
へ
の

 「
愛
の
声
か
け
運
動
」 を

青
少
年
に
有
害
な
社
会

環
境
排
除
県
民
運
動

▲７月１日に一斉の啓発活動が行われました

７月は

社会を明るくする運動月間

青少年の非行問題に取り組む全国強調月間

青少年に有害な社会環境排除県民運動強化月間
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　６月26日、市民プールとＢ＆Ｇプールがオープンし
ました。
　当日は好天に恵まれ、また、１日無料開放というこ
とで大勢の入場者が訪れました。
　待ちにまったプールオープンに子どもたちは、泳ぎ
や、ビーチボール・浮き輪などを使い、水の感触を大
いに楽しんでいました。

市民プール ・ Ｂ＆Ｇプールオープン

17　平成 １7 年７月　広報なかの

　男女共同参画週間最後の６月29日、市長を囲んでふ
れあいトーキングが、 「女性の智恵とエネルギーを新中
野市へ」 をテーマに、 市民会館会議室で開催されました。
　当日は、昨年を上回るたくさんの方が参加して、市
長から市の 「農業」と「少子化」の２つを中心に話がさ
れ、その後の意見交換では、参加された女性の方々か
ら多くの活発な意見や要望が出されていました。

市長を囲んでふれあいトーキング

消防団ポンプ操法 ・ ラッパ吹奏大会開催

　６月26日、北信合同庁舎駐車場を会場に、消防団ポ
ンプ操法・ラッパ吹奏大会が開催されました。
　今年は、合併により豊田地域の消防団が加わり、ポ
ンプ車操法には15チーム、小型ポンプ操法には11チー
ムが出場しました。規律ある迅速な行動と、正確な動
作で操法を行い、日ごろの練習の成果を発揮しました。
　ラッパ吹奏大会では、各分団のラッパ班員が息の
あった曲を吹奏し、得点を競いました。また、以前よ
り募集していました消防団の音楽隊員９名による素晴
らしい演奏があり、会場に響き渡りました。

　６月24日の夜、中野市合併記念交流イベント『蛍コ
ンサート～中山晋平と野口雨情・松井須磨子の夕べ～』
が、中山晋平記念館において開催されました。
　今回は、毎年行われているサマーコンサートの１回
目として開催され、非常に多くの方が来場されました。
　このコンサートでは、この時期にきれいな「蛍」に
関係する歌や、晋平先生が作曲した曲などを中心に、
出演者と来場された皆さんが一緒になって歌い、また、
晋平と雨情の出会いについても、当時の貴重な写真の
スライドを用いて解説が行われました。

蛍コンサート

【ｍａ】スペシャルローズライブ

▲みんな集まって「ソーレ！」　（Ｂ＆Ｇプール）

�「“ゆめ”を持って」とあいさつする
　押鐘冨士雄さん

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききできごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　なかのバラまつり期間中の６月11日、毎回恒例の
ローズコンサート『スペシャルローズライブ』が、Ｓ
ＢＣ信越放送の主催により、中野市民会館ホールで行
われました。
　澄んだ歌声とピアノが奏でるハーモニーの 【ｍａ】と、
旧豊野町出身でラジオパーソナリティで活躍中の清水
まなぶさんの熱唱で、会場は大変盛り上がりました。

第１回 斑尾ふるさと祭り

今月の表紙

　新緑の斑尾で「第１回斑尾ふるさと祭り」が６月
５日、斑尾大池周辺において開催しました。
　当日は、市内外の方々約１５００名が訪れ、もみ
じ太鼓による演奏、自然観察会や魚釣り、また、子
どもたちに大人気のニジマスのつかみ取りなど緑豊
かな自然に触れるコーナー、餅つき・そば打ち体験、
また無料特産きのこ汁やアップルパイ・おやきを
使っての早食い競争など、盛りだくさんのイベント
が行われ、大いに賑わいました。

　６月11日、平岡小学校で「亀さんのおくりもの」と
題したコンサートが、同校ＰＴＡにより開催されました。
　このコンサートは、市内竹原出身で東京の出版会社
社長の押鐘冨士雄さんから、子どもたちに“ゆめ”を
持ってほしいと贈られたもので、子どもたちは、亀山
勝子・法男夫妻の歌とおしゃべりに大喜び、大はしゃ
ぎしていました。また、押鐘さんからは保護者に１人
２冊ずつの本も贈られました。

 「亀さんのおくりもの」コンサート

▲きれいな歌声と美しいピアノの音色の 【ma】 のステージ

▲コンサートで熱唱する清水まなぶさん

▲会場はたくさんの女性で満員となりました

▼晋平先生の曲を歌う佐藤文行さんと赤沢啓子さん

　　　with清水まなぶ

オシカネおじさんのプレゼント
パワーアップ子ども講座　　　　

▼子どもたちに人気の亀山夫妻

▲第10分団が標的に向かって放水中
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 八生のカヤ。弘法大
師によってもたらされ
たという伝説がある。

�▲ 蟹沢古墳。1979年に発見され
た前方後方墳。市の史跡に指定
されている。

�▼ Ｂ＆Ｇ海洋センター。室内プ
ールや体育館を備えた体育施設。
平成２年６月に完成。

�▲ 八幡神社。秋の大祭
では、敷地内の土俵で
子ども相撲が行われる。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　区の主な行事として、毎年９月中旬に開
催している大祭があります。五穀豊穣を願
って行われているもので、特に奉納花火（仕
掛け花火やスターマインなど）は見物です。
翌日には、小学３年生から中学生までの子
ども達が集まり、「子ども相撲」も開かれて
います。

　斑尾山から北信五岳、そして延徳田んぼ
が見渡せる景色の素晴らしい場所です。４
月上旬には五穀豊穣を願う祈願祭、10月上
旬には獅子やひょっとこが登場する例大祭、
11月下旬には農作物へ感謝の意を込めて新
穣祭が行われています。 また、桜やアジサイ
が咲く、釜上地蔵尊に訪れる人も多くいます。

No.③

桜沢区穴田区
周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー

ム
」
は
、
以
前
行
っ
て
い
た
蕎
麦
栽
培
か

ら
、
四
年
程
前
に
学
校
給
食
で
の
地
元
農

産
物
利
用
を
考
え
て
野
菜
栽
培
を
始
め
、

現
在
会
員
は
十
二
名
で
、
中
に
は
夫
婦
で

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

作
物
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
か
ぼ

ち
ゃ
、
大
根
、
白
菜
、
大
豆
、
白
米
等
で
、

子
供
た
ち
に
地
元
で
と
れ
る
安
全
で
安
心

な
野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
で
き

る
限
り
農
薬
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
努
め
、

そ
の
た
め
に
手
が
か
か
る
こ
と
は
大
変
な

点
の
一
つ
、
と
の
こ
と
。
ま
た
、
学
校
給

食
で
の
野
菜
は
規
格
が
厳
し
い
た
め
、
規

格
外
の
新
鮮
な
野
菜
は
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所

や
も
み
じ
荘
等
で
販
売
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
安
定
し
た
供
給
の
た
め
に
栽

培
面
積
や
会
員
を
増
や
し
た
り
、
昨
年
も

行
っ
た
子
供
た
ち
へ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大

豆
の
栽
培
指
導
な
ど
、
食
農
教
育
の
お
手

伝
い
も
し
て
い
き
た
い
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

会
長
の
清
野
久
子
さ
ん
は
、「
地
元
の
野

菜
を
食
べ
る
こ
と
が
、
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ふるさとファーム
vol.３

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡地区平岡地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

代 表　清　野　久　子
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
修
一
さ
ん
）
以
前
、
勤
め
て
い

た
会
社
が
一
緒
で
、
夏
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
で
初
め
て
知
り
合
い

ま
し
た
。
私
の
一
目
惚
れ
か
ら
交

際
が
始
ま
り
、
こ
の
春
に
結
婚
し

ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
修
一
さ
ん
）
き
れ
い
な
人
だ
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
香
さ
ん
）
ま
じ
め
な
人
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は

（
修
一
さ
ん
）
料
理
が
上
手
な
と

こ
ろ
で
す
。
特
に
オ
ム
ラ
イ
ス
は

絶
品
で
す
。
そ
れ
に
、
き
れ
い
好

き
で
、
何
で
も
き
ち
っ
と
や
っ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
な
ぁ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
香
さ
ん
）
や
さ
し
く
て
、
と
て

も
頼
り
に
な
り
ま
す
。
彼
の
全
て

が
好
き
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
修
一
さ
ん
）
家
に
帰
っ
て
「
ホ

ッ
」
と
す
る
よ
う
な
、
温
か
い
家

庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
仕
事
で
も
家
庭
で
も
、
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
香
さ
ん
）
明
る
く
、
思
い
や
り

の
あ
る
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

竹　内　修　一  さん  （28歳）
　　　　　香　  さん  （26歳）

（吉田）

No.３

　

私
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
の

出
会
い
は
、
三
年
生
の
終
わ
り
頃

の
こ
と
で
す
。
入
っ
た
ば
か
り
の

と
き
は
、
パ
ス
も
ド
リ
ブ
ル
も
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

何
度
も
何
度
も
練
習
を
し
て
、
今

で
は
ボ
ー
ル
を
あ
ま
り
見
な
い
で

ド
リ
ブ
ル
で
き
た
り
、
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
は
、
交
流
試
合
や
大

会
に
出
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
い
つ
や
っ
て
も
勝
て
な
か

っ
た
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
と
き
は
、

初
め
「
こ
ん
な
大
き
な
人
た
ち
と

や
っ
て
も
負
け
ち
ゃ
う
よ
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
め
て

み
る
と
こ
ち
ら
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

が
効
い
て
、
私
た
ち
の
方
が
リ
ー

ド
し
ま
し
た
。
す
ご
く
ど
き
ど
き

し
ま
し
た
。
で
も
、
最
後
の
ク
ォ

ー
タ
ー
で
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
く
ず

れ
て
し
ま
い
、
ど
ん
ど
ん
点
差
を

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

て
も
悔
し
い
試
合
で
し
た
。

　

小
学
生
の
選
手
と
し
て
プ
レ
ー

で
き
る
の
は
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、

も
っ
と
も
っ
と
練
習
を
し
て
上
手

に
な
り
、
将
来
は
日
本
を
代
表
す

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
に

な
っ
て
み
た
い
で
す
。

�
目
指
す
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
！�

③

新新 婚婚 ささ
んん

風
薫
る
季
節
に
結
ば
れ
た
二
人

　
　

明
る
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
家
庭
を

　岳南左官組合では、今年の２月に県の左官組合青年
部が結成されたことをきっかけに、光る泥団子づくり
の普及に取り組んでいます。
　光る泥団子とは、芯に荒土やワラ、その周りに粘土
や砂などを使って丸くしたものを、石灰、糊、顔料で
色付けをし、丁寧に磨いたものです。「まずは、市内
の皆さんに知ってほしい。作ってみて、感動してもら
うことが望みです」と話す小林組合長さん。この光る
泥団子づくりを通じて、壁塗りの伝統工法を体験する
ことができるとのこと。
　用途は、花瓶（一輪挿し）やネックレス、香炉など
さまざま。講座の要望があればできるかぎり対応をし
て、より多くの人に伝えていきたいと語ってください
ました。

光る泥団子
左官の伝統工法が集約された逸品

延徳小学校６年
柴本　摩優果さん
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中
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

加
入
者
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
ら
れ
た
時
、
健
診
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

７
月
か
ら
指
定
医
療
機
関
に
２
院

を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
疾
病
の

早
期
発
見
と
治
療
の
た
め
に
も
、

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

指
定
医
療
機
関
の
追
加

保
健
課
保
険
医
療
係
（
内
線
２

４
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
保
健

福
祉
課
保
健
係
（
内
線
１
４
６
）

�

●国民年金保険料免除の手続き
①納めるのが難しい
　経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、申請をし、承認
されると免除(全額・半額)される「申請免除制度」があります。
②30歳未満の方は
　平成17年４月から30歳未満の方には申請をし、承認されると保険
料が猶予される「納付猶予制度」が始まりました。
③承認された場合
　免除・納付猶予期間中の障害や死亡等の不慮の事態には、障害基
礎年金または遺族基礎年金が受けられます。
　なお、半額免除の場合、半額分の保険料を納めないと、未納期間
となりますのでご注意ください。
●特別障害給付金の受付が始まっています
　国民年金に任意加入していなかった方(学生及び被用者の配偶者)
で、障害基礎年金等を受給していない障害者の方を対象とした「特
別障害給付金制度」が創設されました。
　詳しくは、直接お問い合わせください。
問い合わせ先
市民課国民年金係(内線２３７)・豊田支所市民環境課市民環境係(内
線１５１)または長野北社会保険事務所(�０２６(244)４１００）

　

煙
火
（
花
火
）
を
楽
し
む
際
に

は
、
適
切
な
安
全
対
策
を
と
り
、

危
険
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
煙
火
（
が
ん
具
用
煙
火

を
除
く
）
の
打
ち
上
げ
ま
た
は
仕

掛
け
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

消
防
署
へ
事
前
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
数
量
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
超

え
る
と
き
は
、
市
へ
２
週
間
前
ま

で
に
申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

煙
火
の
消
費
は
安
全
に

商
工
観
光
課
商
工
係（
内
線
２

５
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
商
工
観
光
係（
内
線
１
２
２
）

�一
般
県
道
中
野
小
布
施
線

バ
イ
パ
ス
整
備
推
進

委
員
会
委
員
公
募

道
路
河
川
課
監
理
係

（
内
線
２
６
６
）

�

　

一
般
県
道
中
野
小
布
施
線
の
延

徳
地
籍
に
お
け
る
、
県
道
バ
イ
パ

ス
の
ル
ー
ト
決
定
及
び
整
備
促
進

を
図
る
た
め
、
委
員
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
名

募
集
期
限　

７
月　

日�
午
後
５

29

時
（
必
着
）
ま
で

委
員
の
任
期　

平
成　

年
８
月
か

17

ら
３
年
間

応
募
資
格　

延
徳
地
区
に
住
所
を

有
し
、
年
齢
満　

歳
以
上
の
方

20

応
募
方
法　

「
中
野
小
布
施
線
バ

イ
パ
ス
整
備
に
対
す
る
考
え
」
を

　

字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

400名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
一
回
目
の
人
権
教
育
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
自
立
を
援
助
し
、
生
活
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
福
岡
先
生
の
お
話

で
す
。

期
日　

７
月　

日�
14

時
間　

午
後
６
時　

分
〜

30

場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

演
題　

「
地
域
で
暮
ら
し
は
じ
め

た
知
的
障
害
者
」

講
師　

北
信
圏
域
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長 
福
岡 
寿
先
生

入
場　

無
料

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
（�
２

２
８
７
）
ま
た
は
豊
田
人
権
セ

ン
タ
ー
（�
３
５
２
２
）

�

　

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
て
、

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
で
作
っ
て
美
味
し
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。
第
１
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

笹
寿
司
、
棒
棒
鶏
、
冷
や
し
ソ
ー

メ
ン
汁
で
す
。

期
日　

７
月　

日�
、
９
月　

日

20

21

�
、　

月　

日�
、
平
成　

年
２

12

14

18

月
１
日�
の
全
４
回

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

保
健
福
祉
課
の
栄
養
士

定
員　
　

名
15

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

～夏の交通安全やまびこ運動～

期　　　間　７月25日�～31日�
運動の重点
・高齢者の交通事故防止
・シートベルトとチャイルドシート着用の徹底
・飲酒・夜間の交通事故防止

確かめよう
　歩行者　スピード　車間距離

１泊２日日帰り電話番号名　　称

○○
０２６
(253)２２４８

飯綱病院
(上水内郡牟礼村
牟礼2220)

×○
０２６
(295)１１９９

長野市民病院
(長野市富竹
1333－１)

人
権
教
育
講
座

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

�
２
２
８
７

�

※対象者は国民健康保険の加入者で35歳以上の方

今回追加された病院名
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今
月
か
ら　

月
上
旬
の
間
に
、

11

有
効
期
間
が
満
了
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
（
通
常
８
年
経
過
し
た
も
の
）

の
交
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
の
状
況
に

よ
り
、
多
少
の
工
事
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承

知
く
だ
さ
い
（
メ
ー
タ
ー
移
設

等
の
場
合
を
除
き
、
料
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
）。

②
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
に
、

鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
併
せ
て
布
設
替
工
事
を
行

い
ま
す
。

③
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
立
会
い

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

時
断
水
と
な
り
ま
す
の
で
、
日

時
等
は
施
工
業
者
と
打
ち
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

④
日
ご
ろ
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
物
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
業
者
が
訪
問
し
た
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー

一
斉
交
換

水
道
課
工
務
係
（
内
線
２
８

３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
水
道

係
（
内
線
１
３
１
）

�

北
信
州
温
泉
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

中
野
市
振
興
公
社

�
８
４
０
０

�

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

害鳥駆除・害獣巡回駆除
７月の実施

　農作物の被害防止を図るため、市猟友

会のご協力により害鳥獣駆除を実施します。

■害鳥駆除

実施日　９日�、16日�、30日�

区域　中野地域

■害獣巡回駆除

実施日　13日�、27日�

区域　栗和田から桜沢にかけた山際

◎その他　害鳥獣による農作物の被害を

受けた場合は、ご連絡下さい。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協

議会事務局（市役所農政課内�（２２）２１１１

内線２５１、有線２０６４４）

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か

市
民
プ
ー
ル

②

　

平
成　

年
５
月　

日
か
ら

17

21

６
月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

28

掲
載
し
ま
す

▼
長
丘
小
学
校
の
図
書
購
入
費

と
し
て
、

　

現
金
５
万
円
〈
壁
田
・
高
山

勲
様
〉

▼
市
内
各
保
育
園
へ
、

　

色
紙
（
５
５
０
０
０
枚
）〈
東

京
都
江
戸
川
区
・
武
田
浄
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
及
び

展
示
用
と
し
て
、

　

中
野
町
役
場
庁
舎
新
築
記
念

写
真
〈
小
布
施
町
小
布
施
・

菅
沼
善
郎
様
〉

▼
一
本
木
公
園
へ
、

　

現
金
１
０
０
万
円
〈
東
京
都

渋
谷
区
・
吉
田
恭
子
様
〉

▼
科
野
小
学
校
校
長
室
掲
示
用

と
し
て

　

扁
額
一
点
〈
深
沢
・
安
藤
梨

影
様
〉

▼
文
化
芸
術
振
興
基
金
へ
、

　

現
金
２
万
円
〈
中
野
ば
ら
切

花
研
究
会
様
〉

▼
社
会
福
祉
の
た
め
、

　

現
金　

万
円
〈
西
条
・
黒
鳥

50

千
鶴
枝
様
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

「
北
信
州
・
千
曲
川
旅
情
よ
く

ば
り
温
泉
め
ぐ
り
『
い
い
湯
だ
な
』

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
、
今
月
か

ら　

月　

日
ま
で
の
４
か
月
間
開

10

31

催
し
て
い
ま
す
。

　

１
市
村
１
温
泉
施
設
を
利
用
し

て
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
る
と
、

も
う
一
度
お
好
き
な
温
泉
に
無
料

入
浴
で
き
る
な
ど
の
特
典
が
つ
い

た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。

　

参
加
施
設
は
、
間
山
温
泉
ぽ
ん

ぽ
こ
の
湯
・
も
み
じ
荘
・
ま
だ
ら

お
の
湯
の
他
、
飯
山
市
・
木
島
平

村
・
野
沢
温
泉
村
・
栄
村
内
の
計

　

か
所
で
す
。

11※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

競
技
用
プ
ー
ル
、
流
水
プ
ー
ル
、

幼
児
用
プ
ー
ル
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
な

ど
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
開
場
期
間

中
の
日
曜
日
と
も
な
る
と
、
プ
ー
ル

で
楽
し
む
人
た
ち
で
大
賑
い
で
す
。

　

室
内
プ
ー
ル
や
体
育
館
を
備
え

た
体
育
施
設
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
野
球
場
も
隣
接
し
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

所在地／岩船51-8

所在地／穴田3697-2
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講
習
期
間　

９
月
８
日�
〜　

月
12

８
日�
の
内　

日
間

22

講
習
場
所　

中
野
市
福
祉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
中
野
市
西
条
）

対
象
者　

開
講
日
現
在　

歳
以
上

55

　

歳
以
下
で
、
中
野
市
・
山
ノ
内

65町
に
在
住
の
雇
用
・
就
業
を
希
望

さ
れ
る
方

定
員　
　

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

20

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
６

８
０
０
円
及
び
会
場
ま
で
の
交
通

費
代
は
受
講
者
負
担
）

申
込
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月

27

９
日�

募
集
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日

50

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

62

の
独
身
男
女
で
、
農
業
後
継
者
、

新
規
就
農
者
、
農
業
分
野
の
指
導

者
を
目
指
す
方

派
遣
期
間　

平
成　

年
３
月
上
旬

18

か
ら
１
年
間

必
要
経
費　

派
遣
国
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
約　

万
円
〜　

万
円

40

80

研
修
内
容　

学
課
研
修
及
び
農
場

実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
派
遣
国
の

生
活
と
習
慣

実
施
主
体　

社
団
法
人
国
際
農
業

者
交
流
協
会

申
込
期
限　

７
月　

日�
29

期
日　

７
月　

日�
17

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
９
時　

分

10

50

場
所　

中
野
高
等
学
校

テ
ー
マ　

「
世
界
を
見
る
目
、
地

域
を
見
る
目
―
地
域
の
将
来
を
担

う
中
高
生
（
な
か
こ
う
せ
い
）
た

ち
に
贈
る
言
葉
―
」

講
師　

「
２
０
０
５
年
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大
会

長
野
」
事
務
次
長　

深
井
克
純
さ
ん

入
場　

無
料

そ
の
他　

講
演
会
に
続
き
、
討
論

会
も
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
本
年

度
２
回
目
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
家
族

や
経
営
者
の
方
を
対
象
に
、
家
族

や
事
業
所
に
い
る
外
国
籍
の
方
々

に
つ
い
て
の
相
談
も
応
じ
ま
す
。

期
日　

７
月　

日�
23

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
第

２
会
議
室

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
等
を
募

集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月　

日�
か
ら
８

15

月
２
日�
ま
で

当
せ
ん
金　

１
等　

２
億
円
×　

本
42

前
後
賞　

各　

万
円

5000

２
等　

１
億
円
×　

本
42

３
等　
　

万
円
×　

本

1000

420

抽
選
日　

８
月　

日�
12

支
払
開
始
日　

８
月　

日�
17

★
ソ
フ
ァ
ー
★
子
供
用
ベ
ッ
ド

★
エ
ア
コ
ン
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
自
転
車
★
足
踏
み
ミ

シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
）
★

テ
レ
ビ
デ
オ
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
テ
レ
ビ
★
カ

ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
箱
型
補
聴
器
★
プ
レ
ハ

ブ
物
置
★
ブ
ラ
ン
コ
（
小
学
生

用
）
★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用

も
み
の
木
★
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ

ー
★
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
★
ベ
ビ

ー
ゲ
ー
ト
★
寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン

レ
ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か

ん
じ
き
★
ピ
ア
ノ
用
イ
ス
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
・
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

こ
に
掲
載
し
て
い
る
以
外
の
物

も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月　

日
現
在
で
掲
載
）

17

★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
（
カ
セ
ッ
ト

使
え
な
い
）
★
木
製
ベ
ッ
ド
★

オ
ル
ガ
ン
★
電
気
オ
ル
ガ
ン
★

除
雪
用
シ
ャ
ベ
ル
★
座
卓
★
ソ

フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
★
布
団
乾
燥
機

★
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
★
ス

キ
ー
セ
ッ
ト
★
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
用
手
す
り
★
三
味
線
（
稽
古

用
） ★
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
★
バ
ス

チ
ェ
ア （
子
供
用
）★
ベ
ビ
ー
カ
ー

�
ゆ
ず
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

訪
問
介
護
員
２
級
課
程

受
講
生
募
集

社
団
法
人
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー�
０
４
６
８

�

海
外
派
遣

農
業
研
修
生
募
集

北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

�
０
２
２
１

�中
野
高
等
学
校

学
校
開
放 
・ 
講
演
会

中
野
高
等
学
校

�
２
１
９
７

�

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�自
衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
連
絡
部
長
野
募
集

事
務
所
（
０
２
６ （　

） ６
０
２
６
）
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�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

・通勤時間短縮、交通渋滞緩和のために志賀中野
　有料道路を利用しましょう。
・昼間は100円、午後10時～午前6時は無料です。

８月は
道路ふれあい月間です。
「ベビーカー
　車椅子にも　笑顔の道を」

受験資格募集種目
高卒 （見込含）
21歳未満の者航空学生

18歳以上
24歳未満の者一般曹候補学生

18歳以上
27歳未満の者曹候補士

18歳以上
27歳未満の者

10月
採用２等陸 ・ 海

・空士
（男子） ３ ・ ４

月採用

18歳以上２等陸 ・ 海 ・ 空士
（女子）

23　平成17年７月　広報なかの

※
市
で
収
蔵
す
る
高
橋
政
文
先
生

の
絵
画
作
品
の
中
か
ら
、
信
州
の

緑
豊
か
な
風
景
画
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
中
野
市
の
石
造
文
化

財
〜
石
に
刻
ま
れ
た
願
い
〜
」

７
月　

日�
〜
８
月　

日�

28

28

※
市
内
の
石
造
文
化
財
に
つ
い

て
、
種
類
や
分
布
な
ど
様
々
な

観
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
「
四
季
の
な
が
め
」

９
月
４
日�
ま
で

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
四
季

折
々
の
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

「
黒
姫
も
の
が
た
り
衣
裳
展
」

７
月　

日�
ま
で

18

「
児
玉
三
鈴
展
」

７
月　

日�
ま
で

25

写
真
展
「
山
野
草
と
私
の
好
き

な
風
景
」

７
月　

日�
〜
８
月
８
日�

20

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
、
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

市
収
蔵
絵
画
展
「
緑
が
繁
る
高

橋
政
文
展
」

７
月　

日�
ま
で

24

中
野
小
学
校
旧
校
舎

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・

 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 16:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)８月10日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)８月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室 図書館朗読室

( � 23 － 3955）
毎週火・木曜日
13:00 ～ 17:00

� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

川
河
川
事
務
所
で
も
、
中
野
市
立

ヶ
花
で
「
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

水
質
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

８
月　

日�
17

時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

場
所　

立
ヶ
花
橋
右
岸
上
流
千
曲

川
堤
防
上

対
象
者　

中
学
生
以
上

募
集
人
員　
　

名
20

調
査
内
容　

川
の
中
の
昆
虫
等
に

よ
る
水
質
判
定
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト

に
よ
る
水
質
測
定
な
ど

応
募
締
切
日　

７
月　

日�
29

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
が
い
つ
も
通

っ
て
い
る
国
道
や
県
道
に
つ
い
て
、

率
先
し
て
道
路
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
「
信
州
ロ
ー
ド
観
察
隊

員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月　

日�
ま
で

20

募
集
対
象　

県
が
管
理
す
る
国
道
、

県
道
を
利
用
す
る
機
会
の
多
い
方

募
集
人
員　

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

隊
員
の
任
期　

平
成　

年
８
月
１

17

日
か
ら
５
年
間

　

国
土
交
通
省
で
は
、
住
民
や
利

水
者
の
河
川
水
質
・
河
川
環
境
に

対
す
る
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
全
国　

水
系
に
お
い

109

て
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
千
曲

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 信

州
ロ
ー
ド

観
察
隊
員
募
集

中
野
建
設
事
務
所
管
理
計
画
課

管
理
ユ
ニ
ッ
ト （�
３
１
３
８
）

�

千
曲
川
の
水
質
調
査

参
加
者
募
集

千
曲
川
河
川
事
務
所
流
域
対

策
課 
０
２
６ （　

） ９
４
３
５

227

�

労
働
保
険
の

未
手
続
事
業
一
掃
対
策

中
野
労
働
基
準
監
督
署（�
２
１

０
５
）ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯

山
（
０
２
６
９�
８
６
０
９
）

�

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
す

べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

国
の
「
強
制
適
用
保
険
」
で
す
が
、

零
細
事
業
所
を
中
心
に
未
加
入
事

業
所
が
相
当
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
労
働
保
険
加
入
推

進
員
」
に
よ
る
加
入
勧
奨
活
動
を

強
化
す
る
一
方
、「
労
働
保
険
適
用

指
導
員
」
を
個
々
の
未
手
続
事
業

場
に
訪
問
さ
せ
、
保
険
成
立
指
導

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を

取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
な
か
の
６
月
号
の
６
ペ
ー

ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

① 
監
査
委
員
の
清
水
元
榮
さ
ん

の
年
齢
で
、「　

歳
」
と
あ
る
の

88

は
「　

歳
」
の
誤
り
で
す
。

74

② 
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
「
酒
井　

治
さ
ん
」
と
あ

る
の
は
「
酒
井　

次
さ
ん
」
の
誤

り
で
す
。

訂
正
と
お
わ
び
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　お兄ちゃんが２人いるので、
とても活発な女の子です。好き
な食べ物はラーメンです。
　素直な子に育ってくれればい
いなと思います。
(下村弘之･さつきさん 一本木) 

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成17年６月１日現在） （平成17年６月１日現在）

下村 とわちゃん （３歳１か月）

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

予防接種

両親学級 歩く健康づくり体験教室

乳幼児健康診査

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。
※旧豊田村区域の方も、都合により
中野保健センターで受けたい場合
は、接種を受けられます。

受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年３月１日～
   ３月31日生７月26日�

３か月
健 診

16年11月１日～
   11月30日生７月27日�７か月

健 診

15年12月１日～
   12月31日生７月29日�

１歳 
６か月
健 診

15年６月１日～
　　６月30日生７月25日�２ 歳

健 診

14年６月１日～
　　６月30日生７月28日�３ 歳

健 診

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

７月26日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年３月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
８月８日�…中野、長丘、科野、倭
　　９日�…日野、延徳、平野、高丘、
　　　　　　平岡
<豊田保健センター >
８月10日�…豊田全域
１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

期日／８月11日�
時間／午後１時30分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
　　　もく浴実習、講話「チャイル
　　　ドシートの装着について」

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

　市では、歩く健康づくりをすすめ
ています。個々に適した運動処方に
基づき、改善されるからだの変化を
体験していただきます。
実施期間／８月～１月(参加料無料)
対象／30～64歳で運動のできる方
　　　(心疾患、呼吸器疾患、整形外

科系で治療中の方は、医師に
ご相談ください。)

募集定員／25名
内容／健康度測定、負荷心電図、
　　　健康教育、運動の実践、
　　　仲間づくり
募集締切／７月15日�
※電話でお申し込みください。定員
　になり次第締め切りとなります。
申し込み先／市役所保健課または豊
　　　　　　田支所保健福祉課

人　口　４７,４５７人（－22）
　男　　２２,８９６人（－ 4）
　女　　２４,５６１人（－18）
世帯数　１４,９９４戸（＋ 6）

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

育児教室
期日／７月14日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について
申し込み／参加希望の方は、事前に
　　　　　市役所保健課または豊田
　　　　　支所保健福祉課へお申し
　　　　　込みください。

骨検診
　骨粗しょう症予防のための骨塩量
測定検診を行います（無料）。
期日／８月30日�
受付時間／午前９時30分～10時30分
会場／中野保健センター
対象／19歳以上の方
申し込み／市役所保健課または豊田
　　　　　支所保健福祉課へ８月１
　　　　　日�までにお申し込みく
　　　　　ださい。

エイズ予防ウィーク IN NAGANO
エイズ…あなたは「関係ない」
　　　　　　と思っていませんか？
平成17年７月４日�～10日�
　保健所ではエイズ・性感染症に関
する相談・検査を行っています。詳
しくは北信保健所 （�0269(62)3107）
までお問い合わせください。



　

七
月
に
な
る
と
思
い
出
す
の

は
、
子
ど
も
が
幼
か
っ
た
頃
の

夏
休
み
の
計
画
作
り
の
こ
と
。

「
去
年
は
海
水
浴
に
行
っ
た
か

ら
、
今
年
は
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

て
み
よ
う
か
。」な
ど
と
楽
し
ん

だ
頃
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
、
親
子
い

っ
し
ょ
に
出
掛
け
る
こ
と
も
な
く
な
り
、

今
で
は
生
活
も
別
々
な
状
況
で
す
。

　

先
日
、
今
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る

お
母
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
、「
子
ど

も
を
持
っ
て
初
め
て
親
の
有
難
さ
が
わ

か
っ
た
。」と
の
こ
と
。
自
分
の
記
憶
の

中
に
も
、
実
家
に
帰
り
「
子
を
持
っ
て

知
る
親
の
恩
だ
ね
。」と
言
っ
た
こ
と
や
、

子
ど
も
が
早
く
大
き
く
な
っ
て
く
れ
な

い
か
と
望
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
お
か
げ
で
体
験
で
き
た
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
若
い
お
母
さ
ん

た
ち
に
「
今
と
い
う
時
間
は
二
度
と
来

な
い
の
で
、
大
切
に
し
て
が
ん
ば
っ
て

！
」 と
、エ
ー
ル
を
送
り
た
い
心
境
で
す
。

　

ち
な
み
に
今
の
私
は
、「
孫
の
手
を
引

き
な
が
ら
、
市
立
図
書
館
で
絵
本
を
い

っ
し
ょ
に
読
め
た
ら
い
い
な
。」
と
、
さ

さ
や
か
な
夢
を
見
て
い
ま
す
が
、
実
現

で
き
る
の
か
ど
う
か
…
…
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
Ｍ
・
Ｋ
）
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登
校
の
子
ど
も
ら
が
朝
の
道
を
に
ぎ
や
か
し

て
い
る
。
そ
の
中
を
、
ご
家
族
さ
ん
ど
な
た
か

の
手
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
新
聞
紙
に
包
ん
だ

花
を
も
っ
て
い
く
子
が
い
る
。
プ
ー
ル
の
持
ち

物
も
ふ
え
た
の
に
、
い
と
わ
な
い
顔
を
し
て
。

あ
な
た
の
教
室
が
、
さ
ら
に
明
る
く
な
る
ね
。

今
日
も
友
だ
ち
と
元
気
で
い
よ
う
！

　

い
ま
し
ば
ら
く
は
梅
雨
空
が
つ
づ
き
そ
う
な

朝
の
こ
と
。
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石像によりそう満開のあじさい
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現
代
の
食
生
活
を
象
徴
し
て
い
る

「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
」。
近
年
、子

ど
も
た
ち
や
若
い
人
た
ち
の
多
く
は
、

安
易
に
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
利
用

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
り
、
朝
食
を
抜

い
た
り
、
偏
食
に
陥
る
な
ど
食
生
活

の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
伝
統
的
な
食
文
化

を
守
り
、
多
彩
な
味
を
理
解
で
き
る

味
覚
教
育
な
ど
の
活
動
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
の
中
で
、
家
族
や
友
人
と

と
も
に
食
事
と
会
話
を
楽
し
み
、
食

べ
る
喜
び
を
改
め
て
見
直
す
「
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
は
、
人
間
ら
し
く
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
「
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
」
の
基
礎
で
も
あ
り
ま
す
。

　

健
康
志
向
の
今
、
伝
統
的
な
食
文

化
で
も
あ
る
「
手
打
ち
そ
ば
」
が
、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
し
て
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
手
づ
く
り
の
食
の
楽
し
さ

や
喜
び
を
自
ら
体
験
し
、
家
族
や
友

人
と
と
も
に
自
然
の
味
を
味
わ
い
、

会
話
を
楽
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
さ
に

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
そ
の
も
の
と
言
え
ま

す
。

　

西
部
公
民
館
で
は
、
学
習
活
動
を

通
じ
た
住
民
同
士
の
交
流
や
仲
間
づ

く
り
が
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
、
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
の
中
で
人
生
の
充
実

感
を
味
わ
い
、
豊
か
で
う
る
お
い
の

あ
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
過
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
そ
ば
打

ち
講
座
「
西
部
そ
ば
大
学
」
を
計
画

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
そ
ば
打
ち
を
通
じ
、

人
と
人
と
の
交
流
と
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
豊
田
地
域
を
拠
点
に
そ
ば

打
ち
体
験
の
普
及
活
動
を
実
践
さ
れ

て
い
る
「
信
州
中
野
蕎
麦
文
化
普
及

会
」（
神
田
正
一
会
長
）
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
、
五
月
末
か
ら
六
月
末

に
か
け
四
回
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
そ
ば

打
ち
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
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　男性の料理への関心が高まりつつあるためか、男女
を問わず幅広い年齢層の皆さんが受講されました。
　受講された皆さんからは、
◆そば粉を混ぜるところから切るところまで、自分で
は難しいと思っていたそば打ちができてうれしい。

◆そば打ちの難しさがよくわかりました。そばを食べ
るときは、もっと感謝の気持ちを持って食したいと
思います。

◆徐々に道具を揃えていって、自宅でそばを打ち、家
族に食べさせたい。

◆そば打ちを始めてから、家族の間の会話がはずみ、
家庭が明るくなりました。

◆この日本のすばらしい食文化をもっと広めていって
欲しい。

　などの感想が寄せられました。
　この講座を通じ、信州中野蕎麦文化普及会の皆さん
と受講された方との交流が深められるとともに、受講
者同士が自宅に寄り合い、そば打ちのおさらいをする
など仲間同士の交流の輪が広がりつつあります。
　「西部そば大学」のそば打ち講座から、人と人との
新たな交流が生まれてきています。

��������	
�

文化なかの編集委員
体験レポート

●かねてからそば打ちに興味があり、そんな折、そば打
ち講座の開催を知り、いざ受講。●使う材料や道具は簡
単なのに、実際に打つとなかなか難しい。がしかし、い
つしかそばを打つ楽しさと奥深さに惹かれていく…。
●厚みや太さはバラバラで出来はよくないが、それなり
の出来栄えに本人は大満足。そして初めて自分で打った
そばの味は･･･（意外とイケてる!!）。家族の評判も上々。
今度は友人にもふるまってみよう！（笑）
●食べる人を思いながら打った“そば”とともに、家族
や友人のあたたかい笑顔の食卓があります。手づくりの
味や、地域に受け継がれる伝統の味がおろそかにされて
いる現代、そして豊かさの意味が問われる今、豊田地域
から発信された“そば打ち”が、全市に広がっていくこ
とを期待したいと思います。�
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　ソバは、双子葉植物・タデ科の一年草で、中央アジア
が原産。日本には養老年間（717～724）以前に中国から
伝来し、重要な食料作物として栽培されました。奈良時
代以前から、すでに米・ムギの代用品として植栽されて
おり、古くから熱湯でこねる「そば掻き」などにして食
べられていましたが、江戸時代から現代のような「そば
切り」が行われるようになりました。そば粉だけで作る
ものを「生そば」といっていますが、一般には小麦粉を
２～３割まぜて、つなぎにナガイモ・ツクネイモ・鶏卵
などをまぜます。そば粉は、金・銀粉などを吸いつける
から縁起がよいといわれ、年越そば・引越そばなど一年
中いろいろな行事に使われます。
　　　　　　　　（「現代新百科事典４」（学研）より）

��������

※金銀細工師は、飛び散った金銀の粉を掻き集めるときにそば
粉を使うことから、そばは金を集めるという縁起で年越しに
食べるようになったとされる説があります。

　平成15年２月、上今井分館事業として実施された、そ
ば打ち講座で口にした“そば”のあまりのおいしさに感
動した同志が集まり、平成16年10月に神田正一会長以下
20名で結成されました。現在は、「家族に一人のそば打ち
名人!!」を合言葉に、江戸期に飯山藩の本陣としても利
用され、周囲に土塁と堀（県指定史跡）が残る内堀館跡
で、手打ちそば道場「内堀」を基点に、そば文化の普及
活動に努められています。昨年11月から始まった道場の
受講生は、延べ1,400人に達しています。

＜神田会長談＞「そばを愛し、仲間を愛し、人の和を大
切に、楽しく、美しく、気軽に、和気あいあいとおいし
いそばを打ちましょう。そんな気持ちで活動しています。」
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豊
田
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

「
す
み
れ
会
」
は
、
平
成
一
〇

年
に
「
高
野
辰
之
先
生
生
誕
の

地
で
も
、
童
謡
・
唱
歌
を
歌
い

た
い
も
の
だ
」
と
、
わ
ず
か
な

人
数
で
始
め
た
会
で
す
。

　

神
田
加
奈
登
先
生
の
キ
ー
ボ

ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で

に
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
歌

っ
て
き
ま
し
た
。
月
二

回
の
例
会
を
会
員
は
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
毎
回
二
〇
数
名

が
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

奥
信
濃
童
唱
に
も
属

し
、「
菜
の
花
ま
つ
り
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

北
信
の
交
流
会
の
初

回
を
豊
田
で
開
き
、
以

降
各
地
区
で
開
催
も
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

神
田
先
生
は
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
で
、
笑
い

の
絶
え
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
大
き
な
声
を
出
し

て
歌
い
、
歌
詞
を
お
ぼ

え
た
り
、
皆
で
よ
そ

へ
出
掛
け
た
り
、
年

輩
者
に
と
っ
て
は
大

事
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
豊
井
小

学
校
校
歌
の
作
曲
者

の
下
総
皖
一
先
生
の
生
誕
地
、

埼
玉
県
大
利
根
町
へ
行
き
、
埼

玉
県
の
童
唱
の
仲
間
に
入
れ
て

い
た
だ
き
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
例

会
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

代
表　

中
村　

正
子
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一
本
木
公
民
館
の
庭
に
「
泰
賀
墓
」

と
彫
っ
た
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
も
と
、
一
本
木
の
お
宮
の
東
方
の

泰
賀
屋
敷
に
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
四

年
、
道
路
拡
張
に
伴
っ
て
公
民
館
の

庭
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

泰
賀
は
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
の

慶
長
の
こ
ろ
、
八
重
森
村
（
須
坂
市
）

か
ら
移
っ
て
き
た
開
拓
農
民
で
、
一

本
木
の
八
重
森
地
籍
に
相
当
の
田
畑

を
も
ち
、
ほ
か
の
百
姓
と
と
も
に
耕

作
し
て
い
た
。
あ
た
り
は
砂
石
ま
じ

り
の
土
地
。
水
が
ほ
し
い
。
す
ぐ
南

に
、
村
を
縦
断
し
て
吉
田
堰
が
流
れ

て
い
る
。
ひ
そ
か
に
水
を
と
っ
た
箇

所
が
、
今
の
泰
賀
堰
の
分
水
地
点
で

あ
っ
た
（
原
町
の
北
）。

　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
吉
田

村
の
者
は
泰
賀
を
吉
田
村
へ
つ
れ
て

い
き
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ

と
、
双
方
の
村
役
人
が
立
ち
合
い
の

う
え
堰
を
掘
り
、
永
久
に
分
水
す
る

こ
と
を
取
り
決
め
た
。
こ
れ
が
泰
賀

堰
で
あ
る
。

　

一
本
木
の
人
た
ち
は
「
泰
賀
さ
ん
」

と
よ
び
、
明
治
三
十
一
年
以
来
、
堰

の
水
を
使
っ
て
い
る
者
が
、
三
月
二

十
八
日
に
堰
ざ
ら
い
・
慰
霊
祭
・ 
直 なお

 
会 
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
没
後
三
百

ら
い年

・
三
百
五
十
年
な
ど
節
目
の
年
に

は
、
法
要
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。　
 　
　
　
　
　

阿
部　

敏
明
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中
野
市
と
豊
田
村
が
合
併
し
、
四

月
一
日
に
新
市
「
中
野
市
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
十
七
年
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
分
館
の
事
業

計
画
と
致
し
ま
し
て
は
、
三
月
下
旬

に
分
館
報
「
稲
向
」
の
春
号
が
区
民

の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
、
十
二
月
下
旬
に
は
秋

号
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

七
月
…
区
民
研
修
旅
行
（
伊
那
谷

道
中
の
旅
）、
市
民
祭
参
加
、
八
月

…
盆
踊
り
大
会
、
十
一
月
…
文
化
祭
、

敬
老
会
等
、
実
施
の
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

当
区
は
東
西
約
二
、
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

東
に
は
運
動
公
園
、
南
に
は
一
本
木

公
園
、
北
に
は
四
車
線
の
オ
リ
ン
ピ

�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

ッ
ク
道
路
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
す
ば
ら

し
い
環
境
の
中
で
四
八
七
世
帯

の
区
民
が
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
一
本

木
公
園
に
て
バ
ラ
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
冬
に
は
「
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
一
本
木
公
園
実
行
委

員
会
」
の
皆
様
に
よ
り
各
種
の

木
々
に
灯
が
と
も
さ
れ
ま
す
。

雪
の
中
か
ら
見
え
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
最
高
で
す
。
こ
の

様
な
環
境
の
中
で
区
民
の
皆
様

が
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
参
加

で
き
る
、
そ
ん
な
分
館
活
動
を

と
、
考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　

一
本
木
分
館
長　

山
�
征
四
郎

��
��
�

�����



�� � � � � �／05.７

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������
日　時　８月１日(月) 午前９時30分～11時30分
場　所　中央公民館
指　導　中野きりえの会の皆さん　定　員　30人
持ち物　デザインナイフ　※無い場合は貸出します
申込み　７月11日(月)から中央公民館へ

��������	

　日本最古の歌集｢万葉集｣を通して、古典文学に
親しんでいただく講座です。いにしえの人々の歌
に想いを馳せてみてはいかがですか。
日　時　８月23日､30日､９月６日､13日､20日､27日
　　　　　(全６回)毎週火曜日　午前10時～正午
場　所　中央公民館
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫　先生
定　員　50人程度　　　受講料　無料
持ち物　不要　※教材資料はご用意します
申込み　７月20日(水)から中央公民館へ

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
http://www.city.nakano.nagano.jp/kominkan

　

六
月
五
日
、
新
井
分

館
（
春
原
助
義
分
館
長
）

で
は
、
旧
豊
田
村
地
域

を
よ
り
詳
し
く
知
る
た

め
、
研
修
視
察
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
十
七
名
が

参
加
し
、
す
が
す
が
し

い
初
夏
の
様
相
の
中
、

ま
ず
高
野
辰
之
記
念
館

を
見
学
。
近
代
国
文
学

に
残
し
た
大
き
な
功
績
や
文
部

省
唱
歌
の
作
詞
家
と
し
て
大
成

す
る
ま
で
の
足
跡
を
知
る
と
共

に
、
日
本
の
心
の
ふ

る
さ
と
を
歌
い
、
今

な
お
人
々
に
愛
さ
れ

続
け
る
唱
歌
の
数
々

が
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

『
故
郷
』
の
歌
詞

に
あ
る�
か
の
山�

を
こ
の
時
初
め
て
知

っ
た
人
も
い
て
、「
そ

れ
じ
ゃ
あ
、�
か
の
川�

っ
て
ど
の
川
な
ん
だ
ろ

ー
」
と
会
話
が
は
ず
み

ま
し
た
。

　

観
覧
後
は
、
の
ん
び

り
徒
歩
で
高
野
辰
之
生

家
や
真
宝
寺
な
ど
を
訪

ね
た
り
、
ふ
る

さ
と
橋
を
散
策

し
ま
し
た
。

橋
の
欄
干
に

あ
る
『
故
郷
』

の
メ
ロ
デ
ィ

パ
ネ
ル
で
童

心
に
か
え
っ

て
楽
し
む
場

面
も
…
…
｡

　

「
ま
だ
ら

お
の
湯
」
で

は
、
白
樺
林
を
眺
め
な
が
ら

の
露
天
風
呂
で
日
ご
ろ
の
疲

れ
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。
同
行

し
た
藤
澤
香
苗
区
長
さ
ん
か

ら
は
、「
近
く
に
い
て
な
か
な

か
行
く
機
会
が
な
か
っ
た

�
ふ
る
さ
と
豊
田�
を
大
切

に
残
し
た
い
。」と
話
が
あ
り
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
も
た
い
へ

ん
有
意
義
で
、
心
が
癒
さ
れ

た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
 　
　

（
Ｍ
・
Ｆ
）
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　夏休みの思い出に「きりえ」をつくってみません
か。初めての人も大歓迎。親子に限らずご家族や友
だち同士でもご参加いただけます。
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日　時　７月16日(土)～18日(月)
　　　　　午前９時～午後６時（19日は午後５時まで）
場　所　中央公民館 講堂
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内　容　写真講座受講者が撮影した作品の展示

場　所　中央公民館１階 展示コーナー
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　月の展示コーナー７
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お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８
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　歌うことが大好きな２つの合唱団の交流会を開
催します。それぞれの会の発表や合同で歌う企画
があり、どなたでも参加することができます。
　なお、茶話会も行います。
日　時　７月15日(金) 午後７時30分～午後９時
場　所　北部公民館 １階会議室
参加費　無料（ただし茶話会費として若干）

����������	
　夏休みにビックな体験をしよう！ふしぎでびっ
くりする理科の実験や“光る泥だんごづくり”、絵
手紙を描きます。親子でもお気軽にご参加くださ
い。（いずれも定員になり次第しめ切ります。）

＜理科工作教室 ～手作りモーターづくり～ ＞
日　時　７月27日(水) 午前９時～正午
場　所　北部公民館　　指　導　堀越 康宗 先生
対　象　小学校３年生以上　　定　員　20人
参加費　無料（ただし教材費として500円）

＜理科実験教室 ～花火の実験～ ＞
日　時　７月28日(木) 午前９時～正午
場　所　北部公民館　　指　導　多城 秀登 先生
対　象　小学校３年生以上　　定　員　20人
参加費　無料

＜光る泥だんごづくり＞
日　時　７月31日(日) 午前９時～正午
場　所　北部公民館
指　導　岳南左官組合の皆さん
対　象　小学校３年生以上
　　　　（２年生以下は保護者同伴）
定　員　30人　　持ち物　エプロン、タオルなど
参加費　無料（ただし教材費として500円）

＜絵手紙教室Ⅲ＞
日　時　８月２日(火)､３日(水) 午前９時～正午
場　所　北部公民館　　指　導　市川 典子 先生
定　員　20人　　持ち物　水彩用具一式
参加費　無料（ただし教材費として300円）

�����

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

��������	
　中野市合併記念企画展として、市内穴田在住の
洋画家原田満佐子さんの作品展を開催しております。
四季折々のふるさとの自然、風景を描いた味わい
深い作品が展示されております。
期　間　８月９日(火)まで
　　　　＜開館時間＞ 午前８時30分～午後５時
場　所　西部公民館 １階展示コーナー
入場料　無料
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　元気いっぱいの子どもたちに食べさせてあげた
い、手作りおやつと幼児食の料理教室です。食事
や栄養バランスなどの相談も受けられます。
日　時　７月28日(木) 午前10時～正午
場　所　西部公民館 料理教室
講　師　長野県栄養士会　遠山 英子 先生
対　象　市内在住の子育て中の方
受講料　無料（ただし、食材費として500円）
定　員　20人（定員になり次第しめ切ります）
申込み　７月22日まで（託児の希望はご相談ください）

お問合せ及び　中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　℡３ ８ - ２ ９ ２ ２
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　社会の一員としての輝かしい門出を市全体でお
祝いします。
日　時　８月15日(月) 午前９時30分～11時
場　所　豊田文化センター ホール
　　　　 (旧豊田村村民会館)
対　象　豊田地域の新成人
�
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�

�
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　市外に住民登録を移されている方で、式典への出
席を希望される方は、豊田公民館へご連絡ください。
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子どもたちが　たくましく、未来に生きるよう
学校・家庭・地域で、共に育てていきましょう

　

春
は
新
し
い

出
発
の
と
き
で

す
。
何
か
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら

も
期
待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。
特
に
今
年

は
、
中
野
市
と
豊
田
村
が
合
併
し
、「
新

中
野
市
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
時

で
も
あ
り
ま
す
。
合
併
に
際
し
て
は
、
心

の
片
隅
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
も
抱
い
て
い

た
の
で
す
が
、
中
野
市
民
と
な
っ
て
約
三

ヶ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
現
状

を
よ
く
見
つ
め
、
よ
り
よ
い
生
活
を
築
い

て
い
こ
う
と
す
る
前
向
き
の
姿
勢
が
大
切

な
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
は
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
も
う
慣
れ
た
頃
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
学
校
、
新
し
い
先
生
、
新
し

い
友
達
と
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
年
々
難
し
く
な
り
、
し
っ
か
り

と
将
来
を
見
通
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
立
派

な
施
設
が
出
来
、
工
夫
が
さ
れ
た
計
画
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
活
用
す
る
子
ど
も
た

ち
の
心
が
乾
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
十
分

な
成
果
は
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
と
の
生
活
を
通

じ
て
、
最
近
気
に
な
る
場
面
が
い
く
つ
か

ま
た
、
読
書
好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
「
一

年
間
通
じ
て
の
朝
の
十
分
間
読
書
」「
指
導

の
方
々
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
先
生

方
の
本
の
紹
介
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
お
い

て
は
、
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
の

「
親
子
二
十
分
間
読
書
」
の
奨
励
等
々
で

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
ど
の
子
に

も
本
の
世
界
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

市
中
心
部
に
は
大
き
な
市
立
図
書
館
も

あ
り
ま
す
し
、
も
っ
と
身
近
に
は
公
民
館

に
図
書
館
分
館
も
あ
り
ま
す
。
読
も
う
と

思
え
ば
す
ぐ
手
の
届
く
所
に
素
晴
ら
し
い

本
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
子
は
親
の

姿
を
見
て
育
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
」「
我
慢
強
く
最
後
ま
で
頑
張
る

子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
の

願
い
を
わ
が
子
に
向
け
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
の
願
い
の
実
現
の
た
め
に
、
ま

ず
は
親
が
、
大
人
が
読
書
好
き
に
な
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
大
人
が
本
を

開
い
て
い
る
姿
か
ら
、
子
ど
も
は
き
っ
と

何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
小

さ
い
子
ど
も
の
頃
に
読
書
の
楽
し
み
を
覚

え
れ
ば
、
そ
れ
は
一
生
の
宝
に
な
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
や
っ
た
か
ら
す
ぐ
に
効
果
が
出
た
と

い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と

も
読
書
は
心
豊
な
子
ど
も
を
育
て
る
大
き

な
素
地
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
も
の
の
言
い
方
が
攻
撃
的
で

あ
る
。
す
ぐ
飽
き
て
し
ま
う
。
黙
っ
て
何

か
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
物
事
を
一

人
で
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

俗
に
言
う
キ
レ
や
す
い
子
も
増
え
て
来
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も

た
ち
の
責
任
で
は
な
く
、
私
た
ち
大
人
が

つ
く
り
出
し
て
い
る
環
境
に
ど
っ
ぷ
り
と

浸
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
、
私
は
、

読
書
の
楽
し
さ
を
十
分
に
味
あ
わ
せ
て
や

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

読
書
は
、
柔
軟
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
心
を
育
て
る
の
に
必
須
の
要
素
だ
と
思

い
ま
す
。
中
野
市
で
は
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
」
が
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
は
「
乳
幼
児
の
う
ち
か
ら
本
に
親
し

み
を
も
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
趣
旨
で
、

七
ヶ
月
検
診
の
時
に
絵
本
を
二
冊
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
親
子

で
楽
し
め
る
読
み
聞
か
せ
等
も
企
画
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
ま
で
豊
田
地
区
の
小
中
学
校
に
は
司

書
の
先
生
が
配
属
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
四
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
に
一
人
ず
つ
司
書
の
先
生
が
い
て
く

だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
図
書
館
に
行
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

（題字　豊田中学校３年　山口 和也さん）

心
豊
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

中
野
市
教
育
委
員　

城 
本 
早 
月

　教育なかの　１
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読
書
活
動
の
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め
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教育なかの

２　教育なかの　

公開講座
開設

のお知ら
せ 「今年も 市民の皆さんの ご参加を」「今年も 市民の皆さんの ご参加を」

～ 小中学校の先生が講師 ～
　市内小・中学校では、夏休み等の学校を利用して、市民向けの公開講座を計画しております。
　これは、学校と地域との関わりをより深めるとともに、先生が自らの研鑚を図ることを目的
として、平成14年度から取り組んでいるものであります。
　児童生徒にかわって地域の皆さんに、先生方が得意分野の内容で教室を開きます。
　各学校の開催講座は、表のとおりですので、市民の皆さんのご参加をお待ちしております。

申込み先及び締切日など持ち物開講日時定　数講　　師学校・講座名

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2067
　ＦＡＸ　22-7235　　
　　　(担当　保科)
締切り　７月１３日（水）

７月３１日(日) 
9:30～11:30

４０名
久保　貴志
高畑　信治

パソコンでかんたん暑中見舞い
～名刺、カレンダーをつくろう～

中　
　

野　
　

小

裁縫セット
生地用ハンカチ２枚

１５名畠山　祐子
ハンカチで作る小物たち
～ハンカチで巾着袋、お手玉を～

グラス
材料費500円

１５名福原　裕子
世界に一つだけの
すてきなキャンドル作り

使わない印鑑、手ぬぐい、
エプロン、材料費500円

３０名富井　繁一やきものづくり

タオル、運動靴３０名
依田　隆生
山下　文代

みんなで楽しく気持ちよく
～軽スポーツでストレス発散～

１５名臼井　綾子
異文化体験
～カルチャーシュミレーション～

けん玉(学校でも用
意します)

２０名
林　　崇広
諸戸恵美子

けん玉名人になろう
～けん玉の技に挑戦しよう～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2595
　ＦＡＸ　22-8345　　
　　　　(担当　教頭)
締切り　７月２０日(水)

運動の支度

７月３１日(日) 9：
00～12：00

３０名
山屋　秀夫
柳澤美和子

ニュースポーツ＆エアロビクス
～スマイルボール、囲碁ボール～

日　
　

野　
　

小

材料費500円程度
タオル、 ふきん、 包丁

２０名
宮�　惠子
岩本　秀昭

和食をつくろう
～魚をさばく～

２０名
須藤　克昌
加藤　康恵

科学実験教室、野外観察教室
～身近な材料でできるびっくり実験など～

録音テープ、CD
等

３０名
竹内美恵子
持田由美子

みんなの音楽教室
～中山晋平を歌う～

申し込み方法　学校へ　
電　話　22-2713　　　
　　(担当　竹ノ内)
締切り　随時申し込み可能

隔週金曜日なし竹ノ内ひとみ
コーラス　混声合唱
～校内音楽会等への発表～

延 
徳 
小

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2097
　ＦＡＸ　22-7597　　
　　　(担当　教頭)
締切り　７月２２日(金)　
　　合唱は8月26日まで

8/30､9/21､10/4
10/18の19:00　

７０名
藤森　京子
柳原　孝子

合唱
～校内音楽会 (10/25) での発表～

平　
　

野　
　

小

８月３日(水)
 9:00～　　　

１０名島田みどり子どもの本読み聞かせ

７月２９日(金)
9:00～　　 

１５名清水　　聡
パソコン
～インターネットの利用～

汚れてもいい服装
タオル

７月３０日(土)
13:00～　　

１０名城本　重慶
簡単なお皿作り
～たたら板を利用して～

申し込み方法　学校へ　
　電　話　22-3716
　ＦＡＸ　22-8346　　
　　　　(担当　教頭)
締切り　７月１５日(金)

書道用具一式
第1回8/8(月)
16:00～17:30

１０名小林　一夫
初歩の漢字講習
～半紙の作品から書初め作品まで～高　

　

丘　
　

小

材料費200円程度
８月８日(月)
14:00～16:00

２０名勝野ゆう子ユニット折り紙を楽しもう

８月８日(月)
14:00～16:00

１０名高木　元治
パソコン初級講座
～葉書きづくり、Word活用～

「今年も 市民の皆さんの ご参加を」「今年も 市民の皆さんの ご参加を」

教育なかの



　教育なかの  ３

申し込み方法　学校へ
電話 22-3642(担当 教頭)
　　　　７月１５日(金)

筆記用具
初回7月1日
18:00～20:00

２２名伊藤　昭典パソコン
長
丘
小

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2629　　
　　　　　(大宮、宮澤)
締切り　７月２２日(金)

運動のできる服装
上履き、タオル等

８月９日(火)
15:00～17:00

２０名大宮　真実
軽運動
～ゆったりストレッチ＆リズムダンス～平 

岡 
小 ８月１９日(金)

15;00～17:00
１５～
２０名

宮澤　惠子
インドネシア語とインドネシア文化
～簡単な会話と文化を～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-3754　　
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月１５日(金)

運動のできる服装 
靴

７月２９日（金）
 9:00～12:00

２０名岩崎由紀夫
楽しいフォークダンス
～学校で学習する曲を中心に～

科　
　
　

野　
　
　

小

運動できる服装  
靴、ラケット

８月２・３日
18:30～22:30

１０名帯刀　昇
初歩の卓球教室
～基礎からゲームまで～

材料費800円程度
８月２日(金)
 9:00～11:00

３名山田　泰生
組み木づくり
～パズルを作ってみよう～

運動できる服装  
靴

８月３日(水)
 9:00～11:30

１０名
澤柳　京子
畔上　由紀

ミュージカル
～サウンド・オブ・ミュージックを！～

材料費200円程度
７月２６日(火)
10:00～11:30

２０名増田　和美
簡単なおやつ作り
～手軽でとっても簡単おやつ～

申し込み方法　学校へ
　電　話　26-8003
　ＦＡＸ　26-8004
締切り　７月２０日(水)

軍手、タオル
懐中電灯

７月３１日(日)

親子
８０名

藤井　真紀
キャンプファイヤーで倭の夜を
～井桁を組み、火おこしから点火～倭　

　
　

小

はさみ
親子
２０名

西原こずみ
折り紙で遊ぼう
～いろいろな折り紙に挑戦～

軍手、タオル
帽子

２５名小林　克年
マレットゴルフで楽しもう
～倭小マレットゴルフコース～

申し込み方法　学校へ
　電　話　38-2004
締切り　７月２５日(月)　
　　　　　１２月２日(金)

７月２８日(木)
19:00～21:00

４０名
宮下　光夫
山�　博文

パソコン教室
～インターネットで世界とつなごう～豊

井
小 12月17日(土)

13:00～15:00
４０名上野真由美

X’ mas  songをみなさんで
～フルートとピアノの調べにのせて～

申し込み方法　学校へ
　電話　38-2503
締切り　７月１５日(金)

汚れても良い服装
手ぬぐい

８月２６日(金)
17：30～　　

１０名永田小職員
焼き物
～板作りによる 「花入れ」 を作る～永

田
小 星座板、双眼鏡

ほか
７月２６日(火)
19:00～20:00

２０名永田小職員
星座観察会
～夏の星座、惑星を観る～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2365
　　　　(村松、池田)
締切り　７月２０日(水)

材料費1,000円
電気工具(ある方)

７月３０日(土)
9:00～　　 

なし松村　　勉
チャレンジ　ロボコン
～簡単なロボット製作～

南　

宮　

中 材料費500円
８月２日(火)
9:00～ 　　

２０名
以内

池田憲一郎
組み木作り
～動物組み木を作る～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-4021
　　　 　(土田、牛山))
締切り　７月１９日(火)

材料費500円
工具(ある方)

７月２３日(土)
13:00～15:30

２０組土田　恭博
親子ロボット教室
～簡単なロボット作製～中

野
平
中 帽子、 水分、 タオル

運動のできる服装
８月２日(火)
 8:00～11:00

４０名牛山　通高
ランニングクリニック
～長距離走、運動会に向けての講習～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2755　　
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月２２日(金)

体育館シューズ
７月３０日(土)
 9:00～12:00

２０名山田　真治
ビーチボール
～バドミントンコートで4人制を楽しむ～

高　
　

社　
　

中

８月５日(金)
 9:00～12:00

２０名高沢　宏之
パソコン
～簡単な文書作り～

タオル汚れてもい
い服装

7/28･29、8/5
 9:00～12:00

５名石田　勝雄
粘土
～器作り～

８月５日(金)
 9:00～12:00

なし松澤　朱美
合唱
～童謡、唱歌を歌う～

申し込み方法　学校へ
　電　話　38-2131　　
　　　　　(担当　教頭)
締切り　当日まで可

９月８日(木)なし木島　知草
親子で学ぶ性教育
～親子で性、いのちことを学ぶ～

豊
田
中

教育なかの

教
育
委
員
会
の
動
き

� ���������������������������������������������
　

平
成　

年
度
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
教

17

育
委
員
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
及
び
活
動

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
月
１
日　

臨
時
会

�
教
育
委
員
長
等
の
選
挙
に
つ
い
て

４
月　

日　

定
例
会

25

�
委
員
等
の
委
嘱
に
つ
い
て

�
事
業
等
の
後
援
に
つ
い
て

�
中
高
・
飯
水
地
方
教
育
委
員
会
連
絡
協
議

会
合
同
に
よ
る
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て

４
月　

日　

臨
時
会

28

�
中
野
市
社
会
教
育
委
員
等
の
委
嘱
に
つ
い

て
４
月　

日　

中
高
地
区
教
育
委
員
会
連
絡
協

28

議
会
総
会

�
平
成　

年
度
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て

16

�
平
成　

年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

17

５
月　

日　

臨
時
会

11

�
教
育
委
員
長
等
の
選
挙
に
つ
い
て

５
月　

日　

教
育
委
員
研
修
視
察

18

�
武
蔵
野
市
立
第
三
中
学
校

５
月　

日　

定
例
会

25

�
中
野
市
一
般
会
計
（
教
育
費
）
予
算
に
つ

い
て

�
学
校
評
議
員
の
委
嘱
の
専
決
処
分
の
報
告

に
つ
い
て

�
中
野
市
奨
学
基
金
の
貸
与
に
つ
い
て

６
月　

日　

定
例
会

28

�
中
野
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

�
委
員
等
の
委
嘱
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て

�
事
業
等
の
後
援
に
つ
い
て

６
月　

日　

教
育
委
員
学
校
視
察

29

�
平
野
小
学
校
、
高
丘
小
学
校
、
長
丘
小
学

校
、
中
野
平
中
学
校

４ 教育なかの　

教育なかの

不
審
な
電
話
に

不
審
な
電
話
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う��

登
下
校
、帰
宅
後
の
生
活
に

登
下
校
、 帰
宅
後
の
生
活
に

注
意
を
し
ま
し
ょ
う

注
意
を
し
ま
し
ょ
う��

総合計６年５年４年３年２年１年
909153150145160146155中　野

小　
　
　
　

学　
　
　
　

校

166332722322824日　野
174323628262428延　徳
60498111109998899平　野
233434537453528高　丘
115182320191421長　丘
281525442573343平　岡
99142418161017科　野
8810221581815倭
177223223343036豊　井
871916919159永　田

2,933494540468515441475計
638237194207南　宮

中 
学 
校

411140133138中野平
30611210094高　社
154524359豊　田
1,509541470498計
4,442合   計

平成17年５月１日現在平成17年５月１日現在児 童 ・ 生 徒 数児 童 ・ 生 徒 数

この他、埋蔵文化財調査報告書も販売しております。
歴史民俗資料館 （電話22－2005） にお問い合わせください。

価　格発行年月書籍・資料集名

2,500円平成16年３月 中野市政50年史

2,000円平成17年３月 豊田村史　現代編

1,500円平成17年３月 公民館報とよた縮刷版

1,400円平成15年３月 中野市の指定文化財

5,000円平成17年１月 中野市の石造文化財

　合併前の市村教育委員会発行の書籍・資料集を販

売しております。

ご希望の方は、市役所生涯学習課（電話22－2111）、

豊田文化センター（電話38－2922）でお買い求めく

ださい。

書籍・資料集を
  販売しております

日
頃
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

悪
質
な
い
た
ず
ら
電
話
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

〜
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
？
〜

�
お
う
ち
の
か
た
は

①　

落
ち
着
い
て
、
相
手
の
話
し
た
内
容
・
電
話
番

号
を
メ
モ
す
る
。

②　

電
話
を
切
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
受
話
器
を
あ
げ
て

「
１
３
６
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
相
手
の
電
話
番
号

を
確
認
す
る
。

③　

警
察
へ
通
報
す
る
。

�
お
子
さ
ん
に
は

①　

知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
は
切
る
。

②　

相
手
の
質
問
に
は
答
え
な
い
。

③　

家
の
人
に
す
ぐ
連
絡
す
る
。

家
庭
で
の
防
犯
指
導
を
く
り
か
え
し
ま
し
ょ
う
。

〜
５
つ
の
や
く
そ
く
〜

①　

し
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い
。

②　

だ
れ
か
に
つ
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

「
助
け
て
」
と
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

③　

一
人
で
あ
そ
ば
な
い
。

④　

友
達
が
し
ら
な
い
人
に
連

れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

⑤　

あ
そ
び
に
行
く
と
き
は
、

ど
こ
で
、
だ
れ
と
あ
そ
ぶ
か
、

家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
で
か

け
る
。
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